













資　料　（調　査　票）




















在宅 (ざいたく)の方 (かた)
区民 (くみん)の生活 (せいかつ)のニーズに関 (かん)する調査 (ちょうさ)

＜＜＜＜＜＜    記入上 (きにゅうじょう)のお願 (ねが)い   ＞＞＞＞＞＞
● この調査票 (ちょうさひょう)には、名前 (なまえ)を書 (か)かないでください。
● 回答 (かいとう)は、この調査票 (ちょうさひょう)に直接 (ちょくせつ)書 (か)いてください。
● 回答 (かいとう)は、あてはまる番号 (ばんごう)に○印 (じるし)をつけてください。
● 質問 (しつもん)によっては、一部 (いちぶ)の方 (かた)のみに回答 (かいとう)していただくものもあります。
● 回答 (かいとう)が「その他 (た)」になる場合 (ばあい)は、（　　　）内 (ない)にその内容 (ないよう)を書 (か)いてください。
● 回答 (かいとう)したくない質問 (しつもん)は答 (こた)えずに、次 (つぎ)の質問 (しつもん)に進 (すす)んでください。



◇ 問合 (といあわ)せ先 (さき) ◇
福祉部 (ふくしぶ) 障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか) 福祉 (ふくし)推進係 (すいしんがかり)　電話 (でんわ) ０３（５２７３）４５１６、 ファクス ０３（３２０９）３４４１
〒１６０－８４８４　新宿区 (しんじゅくく)歌舞伎 (かぶき)町 (ちょう)１－４－１　　新宿区 (しんじゅくく)役所 (やくしょ)２階 (かい)
（土曜 (どよう)・日曜 (にちよう)・祝日 (しゅくじつ)を除 (のぞ)く、午前 (ごぜん)８時 (じ)３０分 (ぷん)から午後 (ごご)５時 (じ)まで）　　


◇ 返送 (へんそう)期限 (きげん)について ◇
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　　ここから調査 (ちょうさ)がはじまります　
この調査票 (ちょうさひょう)で、「あなた」とあるのは、『あて名 (な)ご本人 (ほんにん)』 のことです。
できるかぎりあて名 (な)ご本人 (ほんにん)がお答 (こた)えください。ご本人 (ほんにん)が回答 (かいとう)できない場合 (ばあい)は、ご家族 (かぞく)や介助 (かいじょ)の方 (かた)が、あて名 (な)ご本人 (ほんにん)の立場 (たちば)や利益 (りえき)に沿 (そ)った回答 (かいとう)となるよう、現在 (げんざい)の状況 (じょうきょう)を踏 (ふ)まえてご回答 (かいとう)ください。

問 (とい)１　この調査票 (ちょうさひょう)に回答 (かいとう)していただく方 (かた)はどなたですか。（○はひとつ）
１　あて名 (な)ご本人 (ほんにん)	３　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　）
２　ご家族 (かぞく)の方 (かた)
　　１　ご本人 (ほんにん)について　
問 (とい)２　あなたの性別 (せいべつ)をお聞 (き)きします。（○はひとつ）
１　男性 (だんせい)	２　女性 (じょせい)

問 (とい)３　あなたの年齢 (ねんれい)をお聞 (き)きします。令和元 (れいわがん)年 (ねん)１１月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)の満年齢 (まんねんれい)をお書 (か)きください。
 歳 (さい)
問 (とい)４　あなたと一緒 (いっしょ)に住 (す)んでいるのは誰 (だれ)ですか。（※「４　子 (こ)」を回答 (かいとう)した方 (かた)は「18歳 (さい)未満 (みまん)・18歳 (さい)以上 (いじょう)」のどちらかあてはまる方 (ほう)にも○を）（○はいくつでも）
１　父親 (ちちおや)	４　子 (こ)（18歳 (さい)未満 (みまん)・18歳 (さい)以上 (いじょう)）　　　　　　　　７　ひとり暮 (ぐ)らし
２　母親 (ははおや)	５　兄弟 (きょうだい)姉妹 (しまい)	　　８　グループホーム等 (とう)での集団 (しゅうだん)生活 (せいかつ)
３　配偶者 (はいぐうしゃ)	６　その他 (た)親族 (しんぞく)	　　９　その他 (た)（　             　　　）


　　２　障害 (しょうがい)や健康 (けんこう)の状況 (じょうきょう)について　
問 (とい)５　あなたが持 (も)っている手帳 (てちょう)や医療券 (いりょうけん)などの種類 (しゅるい)をお聞 (き)きします。手帳 (てちょう)をお持 (も)ちの方 (かた)は、等級 (とうきゅう)・程度 (ていど)もご記入 (きにゅう)ください。また、自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)や難病 (なんびょう)医療 (いりょう)の給付 (きゅうふ)を受 (う)けていたり、発達 (はったつ)障害 (しょうがい)、高次 (こうじ)脳 (のう)機能 (きのう)障害 (しょうがい)などの診断 (しんだん)を受 (う)けている方 (かた)は、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも）
 (
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)１　身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)（　　　級 (きゅう)）
２　愛 (あい)の手帳 (てちょう)（　　　度 (ど)）
 (
→
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)３　精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)（　　　級 (きゅう)）
４　自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)医療 (いりょう)）の給付 (きゅうふ)
５　発達 (はったつ)障害 (しょうがい)　※下記 (かき)選択肢 (せんたくし)の中 (なか)からあてはまる診断名 (しんだんめい)に〇を
1 自 (じ)閉 (へい)スペクトラム症 (しょう)（ASD）	③ 学習 (がくしゅう)障害 (しょうがい)（LD）
2 注意欠如・ (ちゅういけつじょ　　)多動症 (たどうしょう)（ADHD）	④ 発達性 (はったつせい)協調 (きょうちょう)運動 (うんどう)障害 (しょうがい)
６　高次 (こうじ)脳 (のう)機能 (きのう)障害 (しょうがい)
７　難病 (なんびょう)医療 (いりょう)の給付 (きゅうふ)
（病名 (びょうめい)：　　　　　　　　　　　　　　　　）
（診断 (しんだん)を受 (う)けてからの期間 (きかん)：　　年 (ねん)　　ヶ (か)月 (げつ)）
→１、３、４に○がつかなかった方 (かた)は問 (とい)８へ

問 (とい)６　問 (とい)５で 「１ 身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)」　と回答 (かいとう)された方 (かた)にお聞 (き)きします。
どのような障害 (しょうがい)がありますか。（○はいくつでも）
１　肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)（上肢 (じょうし)・下肢 (かし)・体 (たい)幹 (かん)等 (とう)）
２　音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障害 (しょうがい)
３　視覚 (しかく)障害 (しょうがい)
４　聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障害 (しょうがい)
５　内部 (ないぶ)障害 (しょうがい)（心臓 (しんぞう)、呼吸器 (こきゅうき)、腎臓 (じんぞう)、ぼうこう・直腸 (ちょくちょう)、小腸 (しょうちょう)、免疫 (めんえき)機能 (きのう)、肝臓 (かんぞう)）

問 (とい)７　問 (とい)５で 「３ 精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)」または「４ 自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)（精神 (せいしん)通院 (つういん)医療 (いりょう)）の給付 (きゅうふ)」、もしくは両方 (りょうほう)を回答 (かいとう)された方 (かた)にお聞 (き)きします。
　　　どのような障害 (しょうがい)がありますか。（○はいくつでも）
１　統合 (とうごう)失調症 (しっちょうしょう)			４　依存症 (いぞんしょう)（アルコール・薬物 (やくぶつ)等 (など)）
２　気分 (きぶん)障害 (しょうがい)（うつ病 (びょう)・双極性 (そうきょくせい)障害 (しょうがい)）	５　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　）
３　神経症 (しんけいしょう)（不安 (ふあん)障害 (しょうがい)・パニック障害 (しょうがい)	６　わからない
・強迫 (きょうはく)性 (せい)障害 (しょうがい)・PTSD・摂食 (せっしょく)障害 (しょうがい)など）



　　ここからは全 (すべ)ての方 (かた)にお聞 (き)きします。　
問 (とい)８　あなたの障害 (しょうがい)や心身 (しんしん)の不調 (ふちょう)・特性 (とくせい)について、あなたやご家族 (かぞく)の方 (かた)などが最初 (さいしょ)に気 (き)づいた時期 (じき)をお聞 (き)きします。（○はひとつ）
１　生 (う)まれたとき	６　19～29歳 (さい)		11　65～69歳 (さい)
２　０～５歳 (さい)	７　30～39歳 (さい)		12　70～74歳 (さい)
３　６～12歳 (さい)	８　40～49歳 (さい)		13　75歳 (さい)以上 (いじょう)
４　13～15歳 (さい)	９　50～59歳 (さい)
５　16～18歳 (さい)	10　60～64歳 (さい)
 (
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痰 (たん)の吸引 (きゅういん)や経管 (けいかん)栄養 (えいよう)の注入 (ちゅうにゅう)など、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)とされる医療的 (いりょうてき)な生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)行為 (こうい)のことを「医療的 (いりょうてき)ケア」といいます。
● 医療的 (いりょうてき)ケアの例 (れい)
吸引 (きゅういん)　吸入 (きゅうにゅう)・ネブライザー　経管 (けいかん)栄養 (えいよう)　導 (どう)尿 (にょう)　酸素 (さんそ)療法 (りょうほう)　気管 (きかん)切開部 (せっかいぶ)の管理 (かんり)（ガーゼ交換 (こうかん)等 (とう)）　人工 (じんこう)呼吸器 (こきゅうき)の管理 (かんり)　　中心 (ちゅうしん)静脈 (じょうみゃく)栄養 (えいよう)　鼻 (び)咽頭 (いんとう)エアウェイなど

問 (とい)９　あなたは日常的 (にちじょうてき)に必要 (ひつよう)としている医療的 (いりょうてき)ケアがありますか。
（○はひとつ）
１　はい		２　いいえ

問 (とい)10　あなたは、障害 (しょうがい)や心身 (しんしん)の不調 (ふちょう)・特性 (とくせい)について、どのような医療 (いりょう)機関 (きかん)で治療 (ちりょう)を受 (う)けたり、相談 (そうだん)をしたりしていますか。（○はいくつでも）

１　専門 (せんもん)病院 (びょういん)（療育 (りょういく)・リハビリ科 (か)・精神科 (せいしんか)など） 　５　その他 (た)
２　専門 (せんもん)の診療所 (しんりょうじょ)・クリニック	（　　　　　　　　　　　　　）
３　一般 (いっぱん)病院 (びょういん)	６　医療 (いりょう)機関 (きかん)には相談 (そうだん)していない
４　大学 (だいがく)病院 (びょういん)
　
問 (とい)11　障害 (しょうがい)等 (とう)について、受診 (じゅしん)状況 (じょうきょう)等 (とう)をお聞 (き)きします。（あてはまるものに○）
１　通院 (つういん)している　　　　　　　 ４　現在 (げんざい)入院 (にゅういん)している
２　訪問 (ほうもん)診療 (しんりょう)を受 (う)けている　　　５　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　）
３　訪問 (ほうもん)看護 (かんご)を受 (う)けている　  　 ６　通院 (つういん)していない

問 (とい)12　あなたは、毎日 (まいにち)の生活 (せいかつ)の中 (なか)のどのような場面 (ばめん)で、介助 (かいじょ)や支援 (しえん)が必要 (ひつよう)ですか。（○はいくつでも）
１　食事 (しょくじ)	８ 　洗顔 (せんがん)・歯磨 (はみが)き	15　日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)な意思 (いし)の伝達 (でんたつ)
２　排 (はい)せつ	  9 　    代読 (だいどく)・代筆 (だいひつ)	16　日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)動作 (どうさ)の見守 (みまも)り
３　入浴 (にゅうよく)	10　電話 (でんわ)の利用 (りよう)・代行 (だいこう)	17　薬 (くすり)の管理 (かんり)
４　寝返 (ねがえ)り	11　お金 (かね)の管理 (かんり)	18　区 (く)役所 (やくしょ)や事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)などの手続 (てつづ)き
５　着替 (きが)え	12　日常 (にちじょう)の買 (か)い物 (もの)	19　その他 (た)
６　調理 (ちょうり)・掃除 (そうじ)・	13　通院 (つういん)、通学 (つうがく)・通勤 (つうきん)	（　　　　　　　　　　　　　　）
　　洗濯 (せんたく)等 (とう)の家事 (かじ)	14　通院 (つういん)、通学 (つうがく)・通勤 (つうきん)	20　介助 (かいじょ)や支援 (しえん)は必要 (ひつよう)ない
７　室内 (しつない)の移動 (いどう)	以外 (いがい)の外出 (がいしゅつ)　　　　　→20に○をつけた方 (かた)は問 (とい)17へ


問 (とい)13　毎日 (まいにち)の生活 (せいかつ)の中 (なか)で介助 (かいじょ)や支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な方 (かた)にお聞 (き)きします。
あなたを主 (おも)に介助 (かいじょ)・支援 (しえん)している人 (ひと)はどなたですか。（○はひとつ）
１　父親 (ちちおや)
２　母親 (ははおや)
３　配偶者 (はいぐうしゃ)　　　　　　　　　　→１～５のいずれかに〇をつけた方 (かた)は問 (とい)14、15、16へ
４　子 (こ)
５　その他 (た)親族 (しんぞく)
６　ホームヘルパー
７　ボランティア　　　　　　　　　　 →６～８のいずれかに〇をつけた方 (かた)は問 (とい)16へ
８　その他 (た)（　　　　　　　　　　）


問 (とい)14　問 (とい)13で 「１」～「５」 のうちいずれかを回答 (かいとう)された方 (かた)にお聞 (き)きします。
あなたを主 (おも)に介助 (かいじょ)・支援 (しえん)している人 (ひと)は何歳 (なんさい)ですか。（○はひとつ）
１　18～19歳 (さい)	４　40～49歳 (さい)	７　65～74歳 (さい)
２　20～29歳 (さい)	５　50～59歳 (さい)	　8　75歳 (さい)以上 (いじょう)
３　30～39歳 (さい)	６　60～64歳 (さい)

問 (とい)15　問 (とい)13で 「１」～「５」 のうちいずれかを回答 (かいとう)された方 (かた)にお聞 (き)きします。
あなたを主 (おも)に介助 (かいじょ)・支援 (しえん)している人 (ひと)は、あなた以外 (いがい)の人 (ひと)を介助 (かいじょ)・支援 (しえん)する
ことがありますか。あなた以外 (いがい)への介助 (かいじょ)・支援 (しえん)がある場合 (ばあい)、それはどのよ
うなものですか。（○はいくつでも）
１　高齢者 (こうれいしゃ)の介護 (かいご)		４　あなた以外 (いがい)の障害者 (しょうがいしゃ)の介護 (かいご)
２　乳幼児 (にゅうようじ)の子育 (こそだ)て		５　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　病人 (びょうにん)の看護 (かんご)		６　ない


問 (とい)16　毎日 (まいにち)の生活 (せいかつ)の中 (なか)で介助 (かいじょ)や支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な方 (かた)にお聞 (き)きします。主 (おも)な介助者 (かいじょしゃ)があなたを介助 (かいじょ)・支援 (しえん)できなくなった場合 (ばあい)はどうしますか。
（○はいくつでも）
１　一緒 (いっしょ)に住 (す)んでいる家族 (かぞく)に頼 (たの)む	７　グループホーム、福祉 (ふくし)ホームに入所 (にゅうしょ)する
 (
[文書の引用文や注目すべき箇所の要約を入力してください。テキスト ボックスは文書のどの位置にも配置できます。抜粋用テキスト ボックスの書式を変更するには、[描画ツール] タブを使用します。]
)２　別 (べつ)に住 (す)んでいる親族 (しんぞく)に頼 (たの)む	８　病院 (びょういん)に入院 (にゅういん)する
３　ホームヘルパー（訪問 (ほうもん)介護 (かいご)）を利用 (りよう)する	９　成年 (せいねん)後見人 (こうけんにん)を立 (た)てる
４　訪問 (ほうもん)看護 (かんご)を利用 (りよう)する	10　その他 (た)（　　　　　　　　）
５　ショートステイを利用 (りよう)する	11　まだわからない
６　施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)する		

　　３　相談 (そうだん)や福祉 (ふくし)の情報 (じょうほう)について　
問 (とい)17　あなたには、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)で困 (こま)っていることがありますか。
（○はいくつでも）
１　健康 (けんこう)状態 (じょうたい)に不安 (ふあん)がある	11　家族 (かぞく)以外 (いがい)の人間 (にんげん)関係 (かんけい)に支障 (ししょう)がある
２　着替 (きが)えや食事 (しょくじ)などが十分 (じゅうぶん)	12　障害 (しょうがい)や病気 (びょうき)に対 (たい)する周囲 (しゅうい)の理解 (りかい)がない
できない	13　困 (こま)ったとき相談 (そうだん)する相手 (あいて)がいない
３　家事 (かじ)などが十分 (じゅうぶん)できない	14　役所 (やくしょ)などの手 (て)続 (つづ)きが難 (むずか)しい
４　介助者 (かいじょしゃ)の負担 (ふたん)や健康 (けんこう)が心配 (しんぱい)	15　病気 (びょうき)や障害 (しょうがい)を理解 (りかい)した上 (うえ)で診 (み)てもらえ
５　外出 (がいしゅつ)に支障 (ししょう)がある	る診療所 (しんりょうじょ)が近 (ちか)くにない
６　進学 (しんがく)・学校 (がっこう)について困 (こま)っている	16　経済的 (けいざいてき)に不安 (ふあん)がある
７　就労 (しゅうろう)について困 (こま)っている	17　将来 (しょうらい)に不安 (ふあん)を感 (かん)じている
８　緊急 (きんきゅう)時 (じ)の対応 (たいおう)に不安 (ふあん)がある	18　その他 (た)
９　災害 (さいがい)時 (じ)の避難 (ひなん)に不安 (ふあん)がある	（         　　　　　　　　　　　　　　　）
10　家族 (かぞく)の人間 (にんげん)関係 (かんけい)に支障 (ししょう)がある	19　特 (とく)にない


 (
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しょうがいしゃ
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（メール
そうだん
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、SNS
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を
ふく
含
む
）
19　その
た
他
（　　　　　　　　　　　　　　　）
20　
そうだん
相談
する
あいて
相手
はいない
)問 (とい)18　あなたが困 (こま)ったときに相談 (そうだん)する相手 (あいて)は誰 (だれ)ですか。（○はいくつでも）
１　家族 (かぞく)や親族 (しんぞく)	
２　近所 (きんじょ)の人 (ひと) 	
３　友人 (ゆうじん)・知人 (ちじん)・職場 (しょくば)の人 (ひと)	
４　民生 (みんせい)委員 (いいん)・児童 (じどう)委員 (いいん)	
５　障害 (しょうがい)等 (とう)の当事者 (とうじしゃ)会 (かい)や家族 (かぞく)の会 (かい)	
６　身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)相談員 (そうだんいん)・	
知的 (ちてき)障害者 (しょうがいしゃ)相談員 (そうだんいん)　	
７　サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)を作成 (さくせい)した	
相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)	
８　ヘルパー等 (とう)福祉 (ふくし)従事者 (じゅうじしゃ)	
９　施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)	
10　医療 (いりょう)機関 (きかん)等 (とう)の関係者 (かんけいしゃ)	
[image: 427139] (
※
ちいき
地域
せいかつ
生活
しえん
支援
きょてん
拠点
とは
)（医師 (いし)・看護師 (かんごし)・ソーシャルワーカー）


住 (す)み慣 (な)れた地 (ち)域 (いき)で安心 (あんしん)して暮 (く)らしていけるような支援 (しえん)を提供 (ていきょう)できる仕組 (しく)み。新宿区 (しんじゅくく)には基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センター（障害者 (しょうがいしゃ)福祉課内 (ふくしかない)）のほか、障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)センター（身体 (しんたい)障害 (しょうがい)）、シャロームみなみ風 (かぜ)（知的 (ちてき)障害 (しょうがい)）、障害者 (しょうがいしゃ)生活 (せいかつ)支援 (しえん)センター（精神 (せいしん)障害 (しょうがい)）の３つの拠点 (きょてん)があります。

問 (とい)19　あなたは、区 (く)役所 (やくしょ)や基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターなどに気軽 (きがる)に相談 (そうだん)するためには、どのようなことが必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（○はいくつでも）
１　電話 (でんわ)やＦＡＸでの相談 (そうだん)	８　障害者 (しょうがいしゃ)やその家族 (かぞく)など同 (おな)じ立場 (たちば)の
２　電子 (でんし)メールでの相談 (そうだん)　　　　　　　　　　　人 (ひと)による相談 (そうだん)　
３　自宅 (じたく)での訪問 (ほうもん)による相談 (そうだん)	９　どんな相談 (そうだん)にも対応 (たいおう)できる総合 (そうごう)窓口 (まどぐち)
４　休日 (きゅうじつ)や夜間 (やかん)の相談 (そうだん)	10　相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)に関 (かん)する情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)
５　専門性 (せんもんせい)の高 (たか)い相談 (そうだん)	11　プライバシーの遵守 (じゅんしゅ)
６　身近 (みぢか)な地域 (ちいき)での相談 (そうだん)	12　その他 (た)（                       ）
７　定期的 (ていきてき)な相談 (そうだん)	13　特 (とく)にない

問 (とい)20　あなたは、福祉 (ふくし)に関 (かん)する情報 (じょうほう)を、主 (おも)にどこから得 (え)ていますか。
（○はいくつでも）
１　区 (く)の広報紙 (こうほうし)	７　インターネット
２　区 (く)のホームページ	８　新聞 (しんぶん)・書籍 (しょせき)
３　区 (く)の障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか)	９　障害 (しょうがい)等 (とう)の当事者 (とうじしゃ)会 (かい)や家族 (かぞく)の会 (かい)
４　保健 (ほけん)センター	10　医療 (いりょう)機関 (きかん)
５　福祉 (ふくし)施設 (しせつ)	11　その他 (た)（          　　　　　）
６　テレビ・ラジオ                   	12　特 (とく)にない

　　４　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)や仕事 (しごと)について　
問 (とい)21　あなたは、平日 (へいじつ)の日中 (にっちゅう)、主 (おも)にどのように過 (す)ごしていますか。（○はひとつ）
１　正社員 (せいしゃいん)・正職員 (せいしょくいん)として働 (はたら)いている
２　パート・アルバイトなどで働 (はたら)いている
 (
→１～４のいずれかに
○を
つ
けた
かた
方
は
とい
問
22
、23
へ
)３　自宅 (じたく)で働 (はたら)いている　　　　　　　　　　
（自営業 (じえいぎょう)・内職 (ないしょく)・家業 (かぎょう)の手伝 (てつだ)いなど）
４　就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)（A型 (がた)・B型 (がた)）、福祉 (ふくし)作業所 (さぎょうじょ)など
で働 (はたら)いている
５　通所 (つうしょ)施設 (しせつ)に通 (かよ)っている
（生活 (せいかつ)介護 (かいご)・ (
→５～
1
3
のいずれかに
○を
つ
けた
かた
方
は
とい
問
24
へ
)自立 (じりつ)訓練 (くんれん)・地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター・デイケア等 (とう)）
６　大学 (だいがく)・学校 (がっこう)などに通 (かよ)っている
７　職業 (しょくぎょう)訓練中 (くんれんちゅう)
８　就職 (しゅうしょく)活動中 (かつどうちゅう)
９　自宅 (じたく)で家事 (かじ)をしている
10 育児 (いくじ)をしている
11 休職中 (きゅうしょくちゅう)
12 その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
13 特 (とく)になにもしていない　
問 (とい)22　問 (とい)21で 「1」～「4」のうちいずれかを回答 (かいとう)された方 (かた)にお聞 (き)きします。
仕事 (しごと)で得 (え)ている給与 (きゅうよ)・工賃 (こうちん)の金額 (きんがく)について、税金 (ぜいきん)を引 (ひ)く前 (まえ)の月額 (げつがく)はいくらですか。（○はひとつ）
１　１万円 (まんえん)以下 (いか)	５　１０万円 (まんえん)以上 (いじょう)１５万円 (まんえん)未満 (みまん)
２　１万円 (まんえん)以上 (いじょう)３万円 (まんえん)未満 (みまん)	６　１５万円 (まんえん)以上 (いじょう)２０万円 (まんえん)未満 (みまん)
３　３万円 (まんえん)以上 (いじょう)５万円 (まんえん)未満 (みまん)	７　２０万円 (まんえん)以上 (いじょう)
４　５万円 (まんえん)以上 (いじょう)１０万円 (まんえん)未満 (みまん)	

問 (とい)23　問 (とい)21で 「1」～「4」のうちいずれかを回答 (かいとう)された方 (かた)にお聞 (き)きします。
仕事 (しごと)をする上 (うえ)で困 (こま)っていることはありますか（○はいくつでも）
１　収入 (しゅうにゅう)が少 (すく)ない	７　職場 (しょくば)の障害 (しょうがい)理解 (りかい)が不足 (ふそく)している
２　体力的 (たいりょくてき)につらい	８　職場 (しょくば)環境 (かんきょう)が障害 (しょうがい)に対応 (たいおう)していない
３　精神的 (せいしんてき)につらい	９　仕事 (しごと)を覚 (おぼ)えるのが遅 (おそ)い、覚 (おぼ)えられなくて叱 (しか)られる
４　通勤 (つうきん)が大変 (たいへん)	10　その他 (た)
５　職場 (しょくば)の人間 (にんげん)関係 (かんけい)　　　　　 　　（　           　                 　　　）
６　職場 (しょくば)での相談 (そうだん)相手 (あいて)がいない	　11　特 (とく)にない

　ここからは全 (すべ)ての方 (かた)にお聞 (き)きします。　
問 (とい)24　あなたご本人 (ほんにん)の主 (おも)な収入 (しゅうにゅう)の内訳 (うちわけ)をお聞 (き)きします。（○は２つまで）
１　年金 (ねんきん)（障害 (しょうがい)基礎 (きそ)年金 (ねんきん)など）　　　 　５　手当 (てあて)（障害者 (しょうがいしゃ)手当 (てあて)など）
２　給与 (きゅうよ)・報酬 (ほうしゅう)（一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)）	６　生活 (せいかつ)保護費 (ほごひ)
３　工賃 (こうちん)など（福祉的 (ふくしてき)就労 (しゅうろう)）	７　親族 (しんぞく)の扶養 (ふよう)または援助 (えんじょ)
４　事業 (じぎょう)収入 (しゅうにゅう)（自営業 (じえいぎょう)等 (とう)）	８　その他 (た)
（　                                ）


問 (とい)25　障害者 (しょうがいしゃ)が一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)するためにはどのようなことが必要 (ひつよう)だと思 (おも)いますか。（○は３つまで）
１　就労 (しゅうろう)に向 (む)けての相談 (そうだん)支援 (しえん)	９　障害 (しょうがい)に応 (おう)じた柔軟 (じゅうなん)な勤務 (きんむ)体系 (たいけい)
２　就労 (しゅうろう)してからの相談 (そうだん)支援 (しえん)	10　職場 (しょくば)の障害 (しょうがい)理解 (りかい)の促進 (そくしん)
３　転職 (てんしょく)・退職 (たいしょく)に応 (おう)じた相談 (そうだん)支援 (しえん)	11　ジョブコーチなどからの支援 (しえん)
４　障害 (しょうがい)特性 (とくせい)に合 (あ)った職業 (しょくぎょう)訓練 (くんれん)	12　職場 (しょくば)のバリアフリー化 (か)
５　職場 (しょくば)での就労 (しゅうろう)体験 (たいけん)	13　通勤 (つうきん)経路 (けいろ)のバリアフリー化 (か)
６　自分 (じぶん)に合 (あ)った仕事 (しごと)を見 (み)つける支援 (しえん)	14　その他 (た)
７　障害者向 (しょうがいしゃむ)けの求人 (きゅうじん)情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)　　　　　　（　　　   　　　　　　　　　）
８　障害 (しょうがい)特性 (とくせい)に合 (あ)った仕事 (しごと)を見 (み)つける支 (し)援 (えん)	15 特 (とく)にない

　　５　外出 (がいしゅつ)やバリアフリーについて　
問 (とい)26　あなたは、外出 (がいしゅつ)に関 (かん)してどのようなことで困 (こま)っていますか。
（○は３つまで）
１　歩道 (ほどう)の段差 (だんさ)や傾斜 (けいしゃ)があると移動 (いどう)が困難 (こんなん)	８　自動車 (じどうしゃ)・自転車 (じてんしゃ)に危険 (きけん)を感 (かん)じる
２　建物 (たてもの)の段差 (だんさ)や階段 (かいだん)があると移動 (いどう)が困難 (こんなん)	９　立 (た)て看板 (かんばん)や路上 (ろじょう)駐輪 (ちゅうりん)などにより、
３　バスやタクシーの利用 (りよう)が困難 (こんなん)	交通 (こうつう)に支障 (ししょう)がある
４　駅 (えき)構内 (こうない)の移動 (いどう)や乗 (の)り換 (か)えが困難 (こんなん)	10　外出 (がいしゅつ)するのに支援 (しえん)が必要 (ひつよう)である
５　券売機 (けんばいき)の利用 (りよう)が困難 (こんなん)	11　外出 (がいしゅつ)したくても介助者 (かいじょしゃ)がいない
６　トイレの利用 (りよう)が困難 (こんなん)	12　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　）
７　疲 (つか)れたときの休憩 (きゅうけい)場所 (ばしょ)がない	13　特 (とく)にない


問 (とい)27　あなたは、住 (す)まいに関 (かん)してどのような支援 (しえん)を必要 (ひつよう)としていますか。
（○はいくつでも）
１　住宅 (じゅうたく)改造 (かいぞう)費用 (ひよう)の貸付 (かしつけ)・助成 (じょせい)	５　グループホームなどの整備 (せいび)
２　家具 (かぐ)転倒 (てんとう)防止 (ぼうし)や耐震化 (たいしんか)など災害 (さいがい)対策 (たいさく)	６　その他 (た)
３　公営 (こうえい)住宅 (じゅうたく)への優先 (ゆうせん)入居 (にゅうきょ)の拡充 (かくじゅう)　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
４　民間 (みんかん)賃貸 (ちんたい)住宅 (じゅうたく)の入居 (にゅうきょ)支援 (しえん)　　　　　　　７　特 (とく)にない
　　（部屋 (へや)探 (さが)しを含 (ふく)む）


　　６　福祉 (ふくし)サービスについて　
問 (とい)28　あなたは、次 (つぎ)のようなサービスを利用 (りよう)していますか。また、今後 (こんご)（２～３年 (ねん)以内 (いない)に）利用 (りよう)したいと思 (おも)いますか。
· 問 (とい)28でお伺 (うかが)いするサービスは、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス等 (とう)です。
介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスなど高齢者 (こうれいしゃ)向 (む)けサービスは含 (ふく)めないでください。
（１）自宅 (じたく)での生活 (せいかつ)を支援 (しえん)するサービス
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 居宅 (きょたく)介護 (かいご)
（ホームヘルプ）
	自宅 (じたく)で身体 (しんたい)介護 (かいご)・家事 (かじ)援助 (えんじょ)や通院 (つういん)等 (とう)介助 (かいじょ)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	2 重度 (じゅうど)訪問 (ほうもん)介護 (かいご)
	重度 (じゅうど)の障害者 (しょうがいしゃ)に、総合的 (そうごうてき)な介護 (かいご)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	3 重度 (じゅうど)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)
	常 (つね)に介護 (かいご)を必要 (ひつよう)として、意思 (いし)疎通 (そつう)に著 (いちじる)しい困難 (こんなん)を有 (ゆう)する最重度 (さいじゅうど)の障害者 (しょうがいしゃ)に、包括的 (ほうかつてき)なサービスを提供 (ていきょう)します。
	１
	２
	３






（２）外出 (がいしゅつ)を支援 (しえん)するサービス
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 同行 (どうこう)援護 (えんご)
	視覚 (しかく)障害 (しょうがい)者 (しゃ)の外出 (がいしゅつ)に同行 (どうこう)し、移動 (いどう)の援護 (えんご)や移動 (いどう)に必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)をします。
	１
	２
	３

	2 行動 (こうどう)援護 (えんご)
	行動 (こうどう)障害 (しょうがい)のある方 (かた)に、移動 (いどう)介護 (かいご)や危険 (きけん)回避 (かいひ)の援護 (えんご)などを行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	3 移動 (いどう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	社会 (しゃかい)参加 (さんか)のための移動 (いどう)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)をヘルパーが行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	4 タクシー利用券 (りようけん)
	下肢 (かし)の障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)で、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むのに支 (し)障 (しょう)がある方 (かた)にタクシー券 (けん)を交付 (こうふ)します。リフト付 (つ)きタクシーの予約 (よやく)、迎車 (げいしゃ)、ストレッチャー利用券 (りようけん)を別 (べつ)に交付 (こうふ)します。
	１
	２
	３



（３）日中 (にっちゅう)の活動 (かつどう)を支援 (しえん)するサービス
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 生活 (せいかつ)介護 (かいご)
	常 (つね)に介護 (かいご)を必要 (ひつよう)とする障害者 (しょうがいしゃ)に、施設 (しせつ)などで介護 (かいご)や活動 (かつどう)機会 (きかい)を提供 (ていきょう)します。
	１
	２
	３

	2 地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)
　 センター事業 (じぎょう)
	地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターで、日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の支援 (しえん)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	3 日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)（土曜 (どよう)ケアサポート）
	生活 (せいかつ)介護 (かいご)の支給 (しきゅう)を受 (う)けている方 (かた)を対象 (たいしょう)に、土曜 (どよう)日 (び)の日中 (にっちゅう)に、施設 (しせつ)での活動 (かつどう)の場 (ば)を提供 (ていきょう)します。
	１
	２
	３



（４）一時的 (いちじてき)な支援 (しえん)を行 (おこな)うサービス
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)
（ショートステイ）
	介護者 (かいごしゃ)が介護 (かいご)できないとき、短 (たん)期 (き)間 (かん)の入所 (にゅうしょ)による介護 (かいご)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	2 日中 (にっちゅう)一時 (いちじ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
（日中 (にっちゅう)ショート）
	介護 (かいご)を行 (おこな)う方 (かた)の都合 (つごう)等 (とう)で一時的 (いちじてき)に見 (み)守 (まも)りなどが必要 (ひつよう)な方 (かた)に対 (たい)し、日中 (にっちゅう)、入浴 (にゅうよく)や食事 (しょくじ)などの介助 (かいじょ)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３



（５）自立 (じりつ)や就労 (しゅうろう)を支援 (しえん)するサービス
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 自立 (じりつ)訓練 (くんれん)
（機能 (きのう)訓練 (くんれん)・　　  
  生活 (せいかつ)訓練 (くんれん)）
	自立 (じりつ)生活 (せいかつ)のために、身体 (しんたい)機能 (きのう)や生活 (せいかつ)能力 (のうりょく)向上 (こうじょう)のための訓練 (くんれん)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	2 就労 (しゅうろう)移行 (いこう)支援 (しえん)
	一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)を希望 (きぼう)する障害者 (しょうがいしゃ)に、一定 (いってい)期間 (きかん)就労 (しゅうろう)のための訓練 (くんれん)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	3 就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)
（Ａ型 (がた)・雇用 (こよう)型 (がた)）
	障害者 (しょうがいしゃ)に雇用型 (こようがた)の就労 (しゅうろう)や生産 (せいさん)活動 (かつどう)の機会 (きかい)を提供 (ていきょう)します。
	１
	２
	３

	4 就労 (しゅうろう)継続 (けいぞく)支援 (しえん)
（Ｂ型 (がた)・非雇用型 (ひこようがた)）
	障害者 (しょうがいしゃ)に就労 (しゅうろう)や生産 (せいさん)活動 (かつどう)の機会 (きかい)を提供 (ていきょう)します。
	１
	２
	３

	5 自立 (じりつ)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
	定期的 (ていきてき)な巡回 (じゅんかい)訪問 (ほうもん)や随時 (ずいじ)の対応 (たいおう)により、円滑 (えんかつ)な地域 (ちいき)生活 (せいかつ)に向 (む)けた相談 (そうだん)・助言 (じょげん)等 (とう)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３






（５）自立 (じりつ)や就労 (しゅうろう)を支援 (しえん)するサービス（続 (つづ)き）
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	6 就労 (しゅうろう)定着 (ていちゃく)支援 (しえん)
	就業 (しゅうぎょう)に伴 (ともな)う生活面 (せいかつめん)の課題 (かだい)に対応 (たいおう)するため、事業所 (じぎょうしょ)・家族 (かぞく)との連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)等 (とう)の支援 (しえん)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３



（６）住 (す)まいの場 (ば)・住 (す)まいに関 (かん)するサービス
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)支援 (しえん)
	障害者 (しょうがいしゃ)支援 (しえん)施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)する障害者 (しょうがいしゃ)に、介護 (かいご)などの支援 (しえん)を提 (てい)供 (きょう)します。
	
	２
	３

	2 療養 (りょうよう)介護 (かいご)
	医療 (いりょう)を必要 (ひつよう)とする障害者 (しょうがいしゃ)に、病院 (びょういん)などで機能 (きのう)訓練 (くんれん)や看護 (かんご)・介護 (かいご)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	3 共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)
（グループホーム）
	共同 (きょうどう)生活 (せいかつ)を営 (いとな)む住居 (じゅうきょ)で、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の援助 (えんじょ)を行 (おこな)います。居室 (きょしつ)は原則 (げんそく)個室 (こしつ)です。
	１
	２
	３

	4 福祉 (ふくし)ホーム
	低額 (ていがく)な料金 (りょうきん)で居室 (きょしつ)等 (とう)を提供 (ていきょう)するとともに、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３





（７）補 (ほ)装具 (そうぐ)費 (ひ)・日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)・住宅 (じゅうたく)設備 (せつび)改善 (かいぜん)
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 補 (ほ)装具 (そうぐ)費 (ひ)の支給 (しきゅう)等 (とう)
	障害者 (しょうがいしゃ)の身体機能 (しんたいきのう)を補完 (ほかん)するために作成 (さくせい)された補装具 (ほそうぐ)の費用 (ひよう)を支給 (しきゅう)します。
	１
	２
	３

	2 日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)用具 (ようぐ)給付 (きゅうふ)事業 (じぎょう)
	日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)における福祉 (ふくし)用具 (ようぐ)の給付 (きゅうふ)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	3 住宅 (じゅうたく)設備 (せつび)改善費 (かいぜんひ)の給付 (きゅうふ)
	在宅 (ざいたく)の重度 (じゅうど)の障害者 (しょうがいしゃ)の住宅 (じゅうたく)設備 (せつび)を事前 (じぜん)の申請 (しんせい)により改善 (かいぜん)します。
	１
	２
	３



（８）日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)のサービス
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を支援 (しえん)するための様々 (さまざま)な相談 (そうだん)に応 (おう)じます。
	１
	２
	３

	2 意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)
	手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)、要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)等 (とう)の派遣 (はけん)により、コミュニケーションを支援 (しえん)します。
	１
	２
	３

	3 巡回 (じゅんかい)入浴 (にゅうよく)
サービス
	在宅 (ざいたく)で寝 (ね)たきりの重度 (じゅうど)心身 (しんしん)障害者 (しょうがいしゃ)に、巡回 (じゅんかい)入浴車 (にゅうよくしゃ)を派遣 (はけん)して、入浴 (にゅうよく)の機会 (きかい)を提供 (ていきょう)します。
	１
	２
	３

	4 自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)
	障害 (しょうがい)を軽減 (けいげん)する医療 (いりょう)（更 (こう)生 (せい)医 (い)療 (りょう)・育 (いく)成 (せい)医 (い)療 (りょう)・精神 (せいしん)通院 (つういん)）を給付 (きゅうふ)します。
	１
	２
	３





（９）精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)を対象 (たいしょう)とした支援 (しえん)
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 保健 (ほけん)センターデイケア
	グループでの活動 (かつどう)を通 (つう)じて生活 (せいかつ)習慣 (しゅうかん)や対 (たい)人 (じん)関 (かん)係 (けい)を築 (きず)けるようになるための場 (ば)の提供 (ていきょう)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３

	2 精神科 (せいしんか)医療 (いりょう)
ショートケア、デイケア、
ナイトケア
	精神科 (せいしんか)治療 (ちりょう)（医療 (いりょう)保険 (ほけん)）の一環 (いっかん)。グループ活動 (かつどう)を通 (とお)して、生活 (せいかつ)習慣 (しゅうかん)や対人 (たいじん)関係 (かんけい)の練習 (れんしゅう)など社会 (しゃかい)復帰 (ふっき)の準備 (じゅんび)を行 (おこな)う場 (ば)です。
	１
	２
	３



（10）難病 (なんびょう)患者 (かんじゃ)に関 (かん)する支援 (しえん)
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 在宅 (ざいたく)難病 (なんびょう)患者 (かんじゃ)一時 (いちじ)入院 (にゅういん)事業 (じぎょう)
	難病 (なんびょう)医療 (いりょう)の給付 (きゅうふ)を受 (う)けている方 (かた)で、介護者 (かいごしゃ)が一時的 (いちじてき)に介護 (かいご)できなくなった場合 (ばあい)、東京都 (とうきょうと)が委託 (いたく)している病院 (びょういん)に短期間 (たんきかん)入院 (にゅういん)することができます。
	１
	２
	３

	2 難病 (なんびょう)患者 (かんじゃ)・家族会 (かぞくかい)
「しんじゅく難病 (なんびょう)サロン」
	難病 (なんびょう)を抱 (かか)えながらも自分 (じぶん)らしく生活 (せいかつ)するため、療養 (りょうよう)生活 (せいかつ)の情報 (じょうほう)交換 (こうかん)や体験 (たいけん)を分 (わ)かち合 (あ)うことができます。
	１
	２
	３




（11）災 (さい)害 (がい)への備 (そな)え
	サービス名 (めい)
	サービスの内容 (ないよう)
	↓　回答 (かいとう)はこちらに　↓

	
	
	１　現在 (げんざい)
利用 (りよう)している
	２　今後 (こんご)
利用 (りよう)したい
	３ 今 (いま)は利用 (りよう)を考 (かんが)えていない

	1 災害 (さいがい)時 (じ)要援護者 (ようえんごしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)への登録 (とうろく)
	災害 (さいがい)発生 (はっせい)時 (じ)に自分 (じぶん)の身 (み)を守 (まも)ることが困難 (こんなん)な方々 (かたがた)を本人 (ほんにん)の申 (もう)し出 (で)により事前 (じぜん)に把握 (はあく)して、災害 (さいがい)時 (じ)に迅速 (じんそく)な援助 (えんじょ)を行 (おこな)います。
	１
	２
	３



問 (とい)29　あなたは、サービス利用 (りよう)に関 (かん)して困 (こま)っていることがありますか。
（○はいくつでも）
１　サービスに関 (かん)する情報 (じょうほう)が少 (すく)ない	６　利用 (りよう)したいサービスが利用 (りよう)できない
２　区 (く)役所 (やくしょ)での手続 (てつづ)きが大変 (たいへん)	７　サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)が立 (た)てられていない
３　利用 (りよう)できる回数 (かいすう)や日数 (にっすう)が少 (すく)ない	８　利用者 (りようしゃ)負担 (ふたん)（自己 (じこ)負担 (ふたん)）が大 (おお)きい
４　事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)との利用 (りよう)日 (び)等 (とう)の調整 (ちょうせい)が大変 (たいへん)　   9　その他 (た)
５　サービスの質 (しつ)が良 (よ)くない	（　　　　　　　　　　　　　　　）
	10　特 (とく)にない
 (
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)[image: 427139]

障害者 (しょうがいしゃ)の方 (かた)が必要 (ひつよう)なサービスをより安心 (あんしん)して利用 (りよう)することができるように、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)する方 (かた)は「サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)」を作 (つく)ることとなっています。
自分 (じぶん)でご自身 (じしん)のサービスを組 (く)み立 (た)てるセルフプランもあります。
● サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)
障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)が定 (さだ)めている障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)する際 (さい)に必要 (ひつよう)な、ご本人 (ほんにん)のための計画 (けいかく)（トータルプラン）です。
 (
（
じ
次
ページへ
つづ
続
く
）
)ご本人 (ほんにん)・ご家族 (かぞく)の希望 (きぼう)する生活 (せいかつ)やサービスの利用 (りよう)意向 (いこう)に基 (もと)づき、区 (く)の指定 (してい)を受 (う)けた特定 (とくてい)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)の相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)が福祉 (ふくし)、保健 (ほけん)、医療 (いりょう)、教育 (きょういく)、就労 (しゅうろう)、住宅 (じゅうたく)等 (とう)の総合的 (そうごうてき)な視点 (してん)から、地域 (ちいき)での自立 (じりつ)した生活 (せいかつ)を支 (ささ)えるための「サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)」を作成 (さくせい)します。
「サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)」を作成 (さくせい)すると、相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)が、サービス提供 (ていきょう)事業所 (じぎょうしょ)の手配 (てはい)や連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)を行 (おこな)ったり、定期的 (ていきてき)に自宅 (じたく)への訪問 (ほうもん)を行 (おこな)い、計画 (けいかく)の見 (み)直 (なお)しを行 (おこな)ったりします。
新宿区 (しんじゅくく)が指定 (してい)した18歳 (さい)以上 (いじょう)の方 (かた)のための特定 (とくてい)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)は、新宿区 (しんじゅくく)基幹 (きかん)相談 (そうだん)支援 (しえん)センターを始 (はじ)め、19か所 (しょ)の民間 (みんかん)の事業所 (じぎょうしょ)があります（令和元 (れいわがん)年 (ねん)11月 (がつ)現在 (げんざい)）。
サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)を依頼 (いらい)したい場合 (ばあい)は、福祉部 (ふくしぶ)障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか)支援係 (しえんがかり)地区 (ちく)担当者 (たんとうしゃ)（TEL：03-5273-4583、FAX：03-3209-3441）へお問 (と)い合 (あ)わせください。
● セルフプラン
相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)に依頼 (いらい)せずに、ご本人 (ほんにん)・ご家族 (かぞく)や身近 (みぢか)な支援者 (しえんしゃ)が計画 (けいかく)を作成 (さくせい)することもできます。サービス提供 (ていきょう)事業所 (じぎょうしょ)の手配 (てはい)はご本人 (ほんにん)・ご家族 (かぞく)が行 (おこな)うことになります。

問 (とい)30　障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)している方 (かた)にお聞 (き)きします。利用 (りよう)していない方 (かた)は問 (とい)33へ進 (すす)んでください。
サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)について、現 (げん)状 (じょう)を教 (おし)えてください。（○はひとつ）
1 相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)の相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)に作成 (さくせい)を依頼 (いらい)している
2 介護 (かいご)保険 (ほけん)と障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスの併 (へい)給 (きゅう)を受 (う)けているので、ケアマネージャーにケアプランを作成 (さくせい)依頼 (いらい)している
	→１、２に○をつけた方 (かた)は問 (とい)33へ進 (すす)んでください
3 自 (じ)分 (ぶん)及 (およ)び家 (か)族 (ぞく)や支援者 (しえんしゃ)とセルフプランを作成 (さくせい)している
→３に○をつけた方は問 (とい)31へ進 (すす)んでください

問 (とい)31　問 (とい)30で 「3」 と回答 (かいとう)した方 (かた)にお聞 (き)きします。セルフプランでサービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)を作成 (さくせい)しようとした理由 (りゆう)は何 (なん)ですか（○はいくつでも）
1 作成 (さくせい)を依頼 (いらい)できる特定 (とくてい)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)がないから
2 現在 (げんざい)のサービスで満足 (まんぞく)している、自分 (じぶん)でサービスを調整 (ちょうせい)したい等 (とう)、作成 (さくせい)を依頼 (いらい)する必要 (ひつよう)がないから
3 セルフプランの方 (ほう)が手軽 (てがる)にできるから
4 その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
5 特 (とく)にない
問 (とい)32　問 (とい)30で「3」 と回答 (かいとう)した方 (かた)にお聞 (き)きします。サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)をセルフプランで作成 (さくせい)してみて、困 (こま)ったことは何ですか。（○はいくつでも）
１　サービス等 (とう)利 (り)用 (よう)計 (けい)画 (かく)などの提 (てい)出 (しゅつ)書 (しょ)類 (るい)を自 (みずか)ら作 (さく)成 (せい)する必 (ひつ)要 (よう)がある
２　利用 (りよう)したいサービスの内容 (ないよう)や事業所 (じぎょうしょ)に関 (かん)する情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)を行 (おこな)う必要 (ひつよう)がある
３　相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)による専門的 (せんもんてき)なアドバイスがない
４　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　特 (とく)にない

問 (とい)33　65歳 (さい)以上 (いじょう)の方 (かた)（45～64歳 (さい)で特定 (とくてい)疾病 (しっぺい)の方 (かた)を含 (ふく)みます）にお聞 (き)きします。それ以外 (いがい)の方 (かた)は問 (とい)35へ進 (すす)んでください。
あなたにあてはまるものはどれですか。（○はひとつ）
１　要介護 (ようかいご)・要支援 (ようしえん)認定 (にんてい)を受 (う)けており、介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスと障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスとを合 (あ)わせて利 (り)用 (よう)している
２　要介護 (ようかいご)・要支援 (ようしえん)認定 (にんてい)を受 (う)けており、介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスだけを利用 (りよう)している
３　要介護 (ようかいご)・要支援 (ようしえん)認定 (にんてい)を受 (う)けているが、介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスも障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスも利用 (りよう)していない
４　要介護 (ようかいご)・要支援 (ようしえん)認定 (にんてい)を受 (う)けていないし、介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスも障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスも利用 (りよう)していない
５　介護 (かいご)保険 (ほけん)が利用 (りよう)できる年齢 (ねんれい)に到 (とう)達 (たつ)しているが、障害 (しょうがい)固有 (こゆう)のサービス（同行 (どうこう)援護 (えんご)や就労 (しゅうろう)支援 (しえん)など）を利用中 (りようちゅう)なので、介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスを利用 (りよう)していない
６　要介護 (ようかいご)・要支援 (ようしえん)認定 (にんてい)で非該当 (ひがいとう)になったので、介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスを利用 (りよう)せず、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)している
７　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


[bookmark: _GoBack]問 (とい)34　65歳 (さい)以上 (いじょう)の方 (かた)（45～64歳 (さい)で特定 (とくてい)疾病 (しっぺい)の方 (かた)を含 (ふく)みます）で、以前 (いぜん)は障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスを利用 (りよう)し、現在 (げんざい)は介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスを利用中 (りようちゅう)の方 (かた)にお聞 (き)きします。サービス利 (り)用 (よう)に関 (かん)してどんなことがありましたか。（○はいくつでも）
１　ケアマネージャーに何 (なん)でも相談 (そうだん)できるようになってよかった
２　福祉 (ふくし)用具 (ようぐ)がレンタルできるようになってよかった
３　障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスにない訪問 (ほうもん)リハビリ、夜間 (やかん)対応型 (たいおうがた)訪問 (ほうもん)といった介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスが使 (つか)えるようになってよかった
４　サービスの支 (し)給 (きゅう)量 (りょう)が減 (へ)ってしまった
５　同 (おな)じサービス提 (てい)供 (きょう)事 (じ)業 (ぎょう)所 (しょ)を利 (り)用 (よう)し続 (つづ)けることができず、介護 (かいご)保険 (ほけん)事業所 (じぎょうしょ)に変 (へん)更 (こう)することになった
６　利用者 (りようしゃ)自己 (じこ)負担 (ふたん)が増額 (ぞうがく)した
７　障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスの上 (うわ)乗 (の)せの相 (そう)談 (だん)手 (て)続 (つづ)きが煩 (はん)雑 (ざつ)だった
８　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９　特 (とく)になし

　　７　災害 (さいがい)対策 (たいさく)について　
問 (とい)35　あなたが、地震 (じしん)や風水害 (ふうすいがい)などの災害 (さいがい)が発生 (はっせい)したときに困 (こま)ることや不安 (ふあん)なことは何 (なん)ですか。（○はいくつでも）
１　災害 (さいがい)の情報 (じょうほう)を知 (し)る方法 (ほうほう)がない	９　医療 (いりょう)機器 (きき)の電源 (でんげん)確保 (かくほ)が心配 (しんぱい)
２　助 (たす)けを求 (もと)める方法 (ほうほう)がない	10　避難 (ひなん)物資 (ぶっし)や情報 (じょうほう)を得 (え)たい
３　近 (ちか)くに助 (たす)けてくれる人 (ひと)がいない	11 その他 (た)
４　一人 (ひとり)では避難 (ひなん)できない	
５　避難所 (ひなんじょ)の設備 (せつび)が障害 (しょうがい)に対応 (たいおう)しているか不安 (ふあん)　
６　避難所 (ひなんじょ)で必要 (ひつよう)な支援 (しえん)が受 (う)けられるか不安 (ふあん)　　　12　特 (とく)にない
７　避難所 (ひなんじょ)で他 (ほか)の人 (ひと)と一緒 (いっしょ)に過 (す)ごすのが難 (むずか)しい
８　薬 (くすり)や医療的 (いりょうてき)ケアを確保 (かくほ)できるかどうか不安 (ふあん)


問 (とい)36　あなたは、災害 (さいがい)に対 (たい)してどのような備 (そな)えをしていますか。
（○はいくつでも）
１　日頃 (ひごろ)から家族 (かぞく)で災害 (さいがい)時 (じ)の対応 (たいおう)を話 (はな)し合 (あ)っている
２　非常時 (ひじょうじ)持 (も)ち出 (だ)し品 (ひん)の用意 (ようい)、非常食 (ひじょうしょく)等 (とう)の備蓄 (びちく)をしている
３　疾病 (しっぺい)等 (とう)で必要 (ひつよう)な薬 (くすり)や医療 (いりょう)機関 (きかん)の連絡先 (れんらくさき)などを備 (そな)えている
４　近所 (きんじょ)の人 (ひと)や知人 (ちじん)等 (とう)に、災害 (さいがい)が発生 (はっせい)したときの助 (たす)けをお願 (ねが)いしている
５　新宿区 (しんじゅくく)の「災害 (さいがい)時 (じ)要援護者 (ようえんごしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)」に登録 (とうろく)している
６　避難所 (ひなんじょ)の位置 (いち)を知 (し)っている、行 (い)ったことがある
７　避難所 (ひなんじょ)などで配慮 (はいりょ)してほしいことを書 (か)きとめてある
８　防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)に参加 (さんか)したことがある
９　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10　特 (とく)にない


　　８　権利 (けんり)擁護 (ようご)について　
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障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)
平成 (へいせい)28年 (ねん)４月 (がつ)１ (つい)日 (たち)からスタートした障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)では「不当 (ふとう)な差 (さ)別 (べつ)的 (てき)取 (とり)扱 (あつか)い」を禁止 (きんし)し、「合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)」を求 (もと)めています。そのことによって、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)もない人 (ひと)も共 (とも)に暮 (く)らせる社会 (しゃかい)を目 (め)指 (ざ)しています。
● 「不当 (ふとう)な差別的 (さべつてき)取扱 (とりあつか)いの禁止 (きんし)」とは
この法律 (ほうりつ)では、国 (くに)・都道府県 (とどうふけん)・市町村 (しちょうそん)などの行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)や、会社 (かいしゃ)やお店 (みせ)などの事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)が、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)に対 (たい)して、正当 (せいとう)な理由 (りゆう)なく、障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)として差別 (さべつ)することを禁止 (きんし)しています。これを「不当 (ふとう)な差別的 (さべつてき)取扱 (とりあつか)いの禁止 (きんし)」といいます。
例 (れい)：「障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)に窓口 (まどぐち)対応 (たいおう)を拒否 (きょひ)される」「車 (くるま)いすを理由 (りゆう)に交通 (こうつう)機関 (きかん)の乗車 (じょうしゃ)を拒否 (きょひ)される」など
● 「合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)」とは
障害 (しょうがい)のある人 (ひと)は、社会 (しゃかい)の中 (なか)にあるバリアによって生活 (せいかつ)しづらい場合 (ばあい)があります。この法律 (ほうりつ)では、国 (くに)・都道府県 (とどうふけん)・市町村 (しちょうそん)などの行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)や、会社 (かいしゃ)やお店 (みせ)などの事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)に対 (たい)して、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)から、社会 (しゃかい)の中 (なか)にあるバリアを取 (と)り除 (のぞ)くために何 (なん)らかの対応 (たいおう)を必要 (ひつよう)としているとの意思 (いし)が伝 (つた)えられたとき（※）に、負担 (ふたん)が重 (おも)すぎない範囲 (はんい)で対応 (たいおう)すること（事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)に対 (たい)しては、対 (たい)応 (おう)に努 (つと)めること）を求 (もと)めています。これを「合 (ごう)理 (り)的 (てき)配 (はい)慮 (りょ)の提 (てい)供 (きょう)」といいます。
※言語 (げんご)（手話 (しゅわ)を含 (ふく)む。）、点字 (てんじ)、拡大 (かくだい)文字 (もじ)、筆談 (ひつだん)、実物 (じつぶつ)を示 (しめ)すことや身 (み)振 (ぶ)りなどのサインによる合図 (あいず)、触覚 (しょっかく)など様 (さま)々 (ざま)な手 (しゅ)段 (だん)により意 (い)思 (し)が伝 (つた)えられることをいいます。通訳 (つうやく)や障害 (しょうがい)のある人 (ひと)の家族 (かぞく)、支援者 (しえんしゃ)、介助者 (かいじょしゃ)、法定 (ほうてい)代理人 (だいりにん)など、障害 (しょうがい)のある人 (ひと)のコミュニケーションを支援 (しえん)する人 (ひと)のサポートにより本 (ほん)人 (にん)の意 (い)思 (し)が伝 (つた)えられることも含 (ふく)まれます。
障害者 (しょうがいしゃ)差 (さ)別 (べつ)を受 (う)けたと感 (かん)じたときのご相 (そう)談 (だん)は、福祉部 (ふくしぶ)障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか)福祉 (ふくし)推進係 (すいしんかかり)（TEL：03-5273-4516、FAX：03-3209-3441）へお問 (と)い合 (あ)わせください。


問 (とい)37　あなたは最 (さい)近 (きん)３年 (ねん)間 (かん)で、障害 (しょうがい)があることが原因 (げんいん)で、差別 (さべつ)と感 (かん)じる取 (とり)扱 (あつか)いを受 (う)けた経 (けい)験 (けん)がありますか。あてはまる場面 (ばめん)の番号 (ばんごう)に○をし、ああああ内 (ない)に具体的 (ぐたいてき)な内容 (ないよう)をご記 (き)入 (にゅう)ください。（〇はいくつでも）
１　区 (く)役所 (やくしょ)などの行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)で		　７　福祉 (ふくし)サービスで
２　公共 (こうきょう)交通 (こうつう)、公共 (こうきょう)施設 (しせつ)などで		　８　住 (す)む場 (ば)所 (しょ)や家 (いえ)を借 (か)りる場 (ば)面 (めん)で
３　職場 (しょくば)で		　９　情報 (じょうほう)、コミュニケーションで
４　学校 (がっこう)、教育 (きょういく)の場面 (ばめん)で		　10　近隣 (きんりん)、地域 (ちいき)で
５　病院 (びょういん)・診療所 (しんりょうじょ)などで		　11　その他 (た)（　　　　　　　　　　　）
６　民間 (みんかん)サービス（飲食店 (いんしょくてん)、習 (なら)い事 (ごと)など）で　12　特 (とく)にない

具体的 (ぐたいてき)な内容 (ないよう)：




問 (とい)38　あなたが、障害者 (しょうがいしゃ)への配慮 (はいりょ)として良 (よ)いと思 (おも)ったこと、配慮 (はいりょ)があって助 (たす)かったこと、改善 (かいぜん)されたと感 (かん)じたことはありますか。あてはまる場面 (ばめん)の番号 (ばんごう)に○をし、　　　内 (ない)に具体的 (ぐたいてき)な内容 (ないよう)をご記入 (きにゅう)ください。（〇はいくつでも）
１　区 (く)役所 (やくしょ)などの行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)で		　７　福祉 (ふくし)サービスで
２　公共 (こうきょう)交通 (こうつう)、公共 (こうきょう)施設 (しせつ)などで		　８　住 (す)む場 (ば)所 (しょ)や家 (いえ)を借 (か)りる場 (ば)面 (めん)で
３　職場 (しょくば)で		　９　情報 (じょうほう)、コミュニケーションで
４　学校 (がっこう)、教育 (きょういく)の場面 (ばめん)で		　10　近隣 (きんりん)、地域 (ちいき)で
５　病院 (びょういん)・診療所 (しんりょうじょ)などで		　11　その他 (た)（　　　　　　　　　　　）
６　民間 (みんかん)サービス（飲食店 (いんしょくてん)、習 (なら)い事 (ごと)など）で　12　特 (とく)にない

具体的 (ぐたいてき)な内容 (ないよう)：



問 (とい)39　障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)を推進 (すいしん)するために、どのようなことに力 (ちから)を入 (い)れるべきだと思 (おも)いますか。（○はいくつでも）
１　障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)に関 (かん)する相 (そう)談 (だん)・紛争 (ふんそう)解決 (かいけつ)の体制 (たいせい)整備 (せいび)
２　障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)に向 (む)けた取 (と)り組 (く)みに関 (かか)わる情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)・発信 (はっしん)
３　障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)の趣旨 (しゅし)を普及 (ふきゅう)啓発 (けいはつ)するリーフレットの発行 (はっこう)
４　障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)の趣旨 (しゅし)を普及 (ふきゅう)啓発 (けいはつ)するイベントの開催 (かいさい)
５　地域 (ちいき)や学校 (がっこう)等 (とう)で交流 (こうりゅう)の機会 (きかい)を増 (ふ)やすこと
６　地域 (ちいき)や学校 (がっこう)等 (とう)でともに学 (まな)び、ともに暮 (く)らすこと
７　学校 (がっこう)や生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)での障害 (しょうがい)に関 (かん)する教 (きょう)育 (いく)や情報 (じょうほう)
８　障害 (しょうがい)についての講演会 (こうえんかい)や擬似 (ぎじ)体験会 (たいけんかい)の開催 (かいさい)
９　障害者 (しょうがいしゃ)の一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)の促進 (そくしん)
10　その他 (た)（　　　        　　　　　　　　　　　                      　　　）
11　特 (とく)にない
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成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)
認知症 (にんちしょう)、知的 (ちてき)障害 (しょうがい)、精神 (せいしん)障害 (しょうがい)などにより、判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が十分 (じゅうぶん)でない人 (ひと)の権利 (けんり)を守 (まも)る制度 (せいど)です。成年 (せいねん)後見人 (こうけんにん)などがこうした人 (ひと)の意思 (いし)を尊重 (そんちょう)し、法律面 (ほうりつめん)や生活面 (せいかつめん)でその人 (ひと)らしい生活 (せいかつ)を守 (まも)るため、お手 (て)伝 (つだ)いします。
制度 (せいど)には次 (つぎ)の２種類 (しゅるい)があります。
● 「法定 (ほうてい)後見 (こうけん)」　＜すでに判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が不十分 (ふじゅうぶん)な方 (かた)に＞
家庭 (かてい)裁判所 (さいばんしょ)によって選 (えら)ばれた成年 (せいねん)後見人 (こうけんにん)・保 (ほ)佐人 (さにん)・補助人 (ほじょにん)が、本人 (ほんにん)の利益 (りえき)を考 (かんが)えながら、代理権 (だいりけん)や同意権 (どういけん)・取消権 (とりけしけん)を活用 (かつよう)することによって、本人 (ほんにん)を保護 (ほご)・支援 (しえん)する制度 (せいど)です。
● 「任意 (にんい)後見 (こうけん)」　＜将来 (しょうらい)の不安 (ふあん)に備 (そな)えたい方 (かた)に＞
判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が不十分 (ふじゅうぶん)になった場合 (ばあい)に備 (そな)えて、本人 (ほんにん)があらかじめ選 (えら)んだ方 (かた)（将来 (しょうらい)の任意 (にんい)後見人 (こうけんにん)）と将 (しょう)来 (らい)お願 (ねが)いする内容 (ないよう)を決 (き)め、公正 (こうせい)証書 (しょうしょ)で契約 (けいやく)します。
制度 (せいど)について詳 (くわ)しく知りたい方 (かた)は、新宿区 (しんじゅくく)成年 (せいねん)後見 (こうけん)センター（TEL：03-5273-4522、FAX：03-5273-3082）へお問 (と)い合 (あ)わせください。
問 (とい)40　成 (せい)年 (ねん)後 (こう)見 (けん)制 (せい)度 (ど)を利 (り)用 (よう)したいと思 (おも)いますか。（〇はひとつ）
１　現在 (げんざい)、利用 (りよう)している
 (
→
１または２
に○が
つ
いた
かた
方
は
とい
問
4
2
へ
)２　今後 (こんご)利用 (りよう)したい
 (
→
３または
４
に○が
つ
いた
かた
方
は
とい
問
41
へ
)３　利 (り)用 (よう)は考 (かんが)えていない
４　わからない

問 (とい)41　問 (とい)40で「３　利 (り)用 (よう)は考 (かんが)えていない」または「４　わからない」 と回答 (かいとう)した方 (かた)にお聞 (き)きします。その理由 (りゆう)はなんですか。（〇はいくつでも）
１　まだ、制度 (せいど)の利用 (りよう)を必要 (ひつよう)とする状況 (じょうきょう)ではない
２　制度 (せいど)内容 (ないよう)、手 (て)続 (つづ)きがわかりにくい
３　相 (そう)談 (だん)先 (さき)がわからない
４　費用 (ひよう)の負担 (ふたん)が心配 (しんぱい)
５　信 (しん)頼 (らい)できる後 (こう)見 (けん)人 (にん)候 (こう)補 (ほ)者 (しゃ)が思 (おも)い当 (あ)たらない
６　特 (とく)に考 (かんが)えたことがない
7　その他 (た)

　　９　将来 (しょうらい)について　
問 (とい)42　あなたは今後 (こんご)、どのような生活 (せいかつ)を希望 (きぼう)しますか。（○はひとつ）
１　必要 (ひつよう)に応 (おう)じてサービスを利用 (りよう)しながら地域 (ちいき)で在宅 (ざいたく)生活 (せいかつ)を継続 (けいぞく)する
２　区内 (くない)のグループホームに入居 (にゅうきょ)する
３　区内 (くない)の障害者 (しょうがいしゃ)の入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)する
４　区外 (くがい)でもいいのでグループホームに入所 (にゅうしょ)する
５　区外 (くがい)でもいいので障害者 (しょうがいしゃ)の入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)する
６　高齢者 (こうれいしゃ)の入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)する
７　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
８　わからない



問 (とい)43　あなたが地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して暮 (く)らしていくためには、どのような施策 (しさく)が重要 (じゅうよう)だと思 (おも)いますか。（○は３つまで）
１　障害 (しょうがい)理解 (りかい)・障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)
２　医療 (いりょう)に関 (かん)するサービスの充実 (じゅうじつ)
３　医療的 (いりょうてき)ケアの必要 (ひつよう)な障害者 (しょうがいしゃ)に対 (たい)する支 (し)援 (えん)の充実 (じゅうじつ)
４　教育 (きょういく)・療育 (りょういく)の充実 (じゅうじつ)
５　雇用 (こよう)・就労 (しゅうろう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
６　相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
７　訪問 (ほうもん)系 (けい)サービスの充実 (じゅうじつ)
８　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービスの充実 (じゅうじつ) 
９　短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)の充実 (じゅうじつ)
10　意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
11　福祉 (ふくし)用具 (ようぐ)・補 (ほ)装具 (そうぐ)などの充実 (じゅうじつ)
12　グループホームの整備 (せいび)・充実 (じゅうじつ)
13　入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)の整備 (せいび)・充実 (じゅうじつ)
14　障害者向 (しょうがいしゃむ)けの住 (す)まいの確保 (かくほ)、居住 (きょじゅう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)（住 (す)まい探 (さが)しなど）
15　建物 (たてもの)・道路 (どうろ)などのバリアフリー化 (か)
16　当事者 (とうじしゃ)同士 (どうし)で支援 (しえん)しあえる仕組 (しく)みづくり
17　趣味 (しゅみ)やスポーツ活動 (かつどう)の充実 (じゅうじつ)
18　経済的 (けいざいてき)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
19　災害 (さいがい)時 (じ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
20　障害者 (しょうがいしゃ)の家族 (かぞく)を対象 (たいしょう)とした支援 (しえん)
21　障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)の人材 (じんざい)確保 (かくほ)・人材 (じんざい)育成 (いくせい)の充実 (じゅうじつ)
22　親 (おや)や親族 (しんぞく)が高齢 (こうれい)になったり、亡 (な)くなった時 (とき)に本 (ほん)人 (にん)の権 (けん)利 (り)を守 (まも)る仕 (し)組 (く)みづくり
23　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
24　特 (とく)にない



　　10　自由 (じゆう)意見 (いけん)　
問 (とい)44　区 (く)の障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)施策 (しさく)に関 (かん)して、ご意見 (いけん)・ご要望 (ようぼう)などがありましたら、ご自由 (じゆう)にお書 (か)きください。
	


	

	

	

	

	

	

	

	


※	お書 (か)きいただいたご意見 (いけん)・ご要望 (ようぼう)に、個別 (こべつ)にお答 (こた)えすることはできかねますが、計画 (けいかく)策定 (さくてい)の際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

質問 (しつもん)は以上 (いじょう)で終 (お)わりです。
調査 (ちょうさ)にご協力 (きょうりょく)いただき、誠 (まこと)にありがとうございました。

令和 (れいわ)元年 (がんねん)１２月 (がつ)６ (むい)日 (か) (金 (きん))までに、同封 (どうふう)の「返信用 (へんしんよう)封筒 (ふうとう)」に、ご回答 (かいとう)いただいたこの調査票 (ちょうさひょう)を入 (い)れて、ポストに投函 (とうかん)してください。封筒 (ふうとう)に切手 (きって)を貼 (は)る必要 (ひつよう)はありません。
また、個人 (こじん)情報 (じょうほう)保護 (ほご)の観点 (かんてん)から、調査票 (ちょうさひょう)や封筒 (ふうとう)に、ご住所 (じゅうしょ)お名前 (なまえ)をお書 (か)きにならないよう、お願 (ねが)いします。

施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)している方 (かた)
区民 (くみん)の生活 (せいかつ)のニーズに関 (かん)する調査 (ちょうさ)

＜＜＜＜＜＜    記入上 (きにゅうじょう)のお願 (ねが)い   ＞＞＞＞＞＞

● この調査票 (ちょうさひょう)には、名前 (なまえ)を書 (か)かないでください。
● 回答 (かいとう)は、この調査票 (ちょうさひょう)に直接 (ちょくせつ)書 (か)いてください。
● 回答 (かいとう)は、あてはまる番号 (ばんごう)に○印 (じるし)をつけてください。
● 質問 (しつもん)によっては、一部 (いちぶ)の方 (かた)のみに回答 (かいとう)していただくものもあります。
● 回答 (かいとう)が「その他 (た)」になる場合 (ばあい)は、（　　　）内 (ない)にその内容 (ないよう)を書 (か)いてください。
● 回答 (かいとう)したくない質問 (しつもん)は答 (こた)えずに、次 (つぎ)の質問 (しつもん)に進 (すす)んでください。



◇ 問合 (といあわ)せ先 (さき) ◇
福祉部 (ふくしぶ) 障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか) 福祉 (ふくし)推進係 (すいしんがかり)　電話 (でんわ) ０３（５２７３）４５１６、 ファクス ０３（３２０９）３４４１
〒１６０－８４８４　新宿区 (しんじゅくく)歌舞伎 (かぶき)町 (ちょう)１－４－１　　新宿区 (しんじゅくく)役所 (やくしょ)２階 (かい)
（土曜 (どよう)・日曜 (にちよう)・祝日 (しゅくじつ)を除 (のぞ)く、午前 (ごぜん)８時 (じ)３０分 (ぷん)から午後 (ごご)５時 (じ)まで）　　　



◇ 返送 (へんそう)期限 (きげん)について ◇
令和元 (れいわがん)年 (ねん)12月 (がつ)6 (むい)日 (か)（金 (きん)）まで
同封 (どうふう)の「返信用 (へんしんよう)封筒 (ふうとう)」に、回答 (かいとう)を書 (か)き入 (い)れたこの調査票 (ちょうさひょう)を入 (い)れて、
ポストに投函 (とうかん)してください。  切手 (きって)を貼 (は)る必要 (ひつよう)はありません。


　　ここから調査 (ちょうさ)がはじまります　
この調査票 (ちょうさひょう)で、「あなた」とあるのは、『あて名 (な)ご本人 (ほんにん)』 のことです。
できるかぎりあて名 (な)ご本人 (ほんにん)がお答 (こた)えください。 ご本人 (ほんにん)が回答 (かいとう)できない場合 (ばあい)は、ご家族 (かぞく)や施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)の方 (かた)が、あて名 (な)ご本人 (ほんにん)の立場 (たちば)や利益 (りえき)に沿 (そ)った回答 (かいとう)となるよう、現在 (げんざい)の状況 (じょうきょう)を踏 (ふ)まえてご回答 (かいとう)ください。

問 (とい)１　この調査票 (ちょうさひょう)に回答 (かいとう)していただく方 (かた)はどなたですか。（○はひとつ）
１　あて名 (な)ご本人 (ほんにん)	３　施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)　
２　ご家族 (かぞく)の方 (かた)	４　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　）
　　１　ご本人 (ほんにん)について　
問 (とい)２　あなたの性別 (せいべつ)をお聞 (き)きします。（○はひとつ）
１　男性 (だんせい)	２　女性 (じょせい)
問 (とい)３　あなたの年齢 (ねんれい)をお聞 (き)きします。令和元 (れいわがん)年 (ねん)１１月 (がつ)１日 (ついたち)現在 (げんざい)の満年齢 (まんねんれい)をお書 (か)きください。
 歳 (さい)




問 (とい)４　あなたが持 (も)っている手帳 (てちょう)の種類 (しゅるい)をお聞 (き)きします。手帳 (てちょう)をお持 (も)ちの方 (かた)は、等級 (とうきゅう)・程度 (ていど)にも○をつけてください。（○はいくつでも）
１　身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)（１級 (きゅう)　　２級 (きゅう)　　３級 (きゅう)　　４級 (きゅう)　　５級 (きゅう)　　６級 (きゅう)）
①　肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)（上肢 (じょうし)・下肢 (かし)・体 (たい)幹 (かん)等 (とう)）
②　音声 (おんせい)・言語 (げんご)・そしゃく機能 (きのう)障害 (しょうがい)
③　視覚 (しかく)障害 (しょうがい)
④　聴覚 (ちょうかく)・平衡 (へいこう)機能 (きのう)障害 (しょうがい)
⑤　内部 (ないぶ)障害 (しょうがい)（心臓 (しんぞう)、呼吸器 (こきゅうき)、腎臓 (じんぞう)、ぼうこう・直腸 (ちょくちょう)、小腸 (しょうちょう)、免疫 (めんえき)機能 (きのう)、肝臓 (かんぞう)）
２　愛 (あい)の手帳 (てちょう)（１度 (ど)　　２度 (ど)　　３度 (ど)　　４度 (ど)）
３　精神 (せいしん)障害者 (しょうがいしゃ)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)手帳 (てちょう)（１級 (きゅう)　　２級 (きゅう)　　３級 (きゅう)）
４　これらの手帳 (てちょう)は持 (も)っていない

　　２　施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)について　


問 (とい)５　あなたが現在 (げんざい)入所 (にゅうしょ)している施設 (しせつ)のある地域 (ちいき)をお聞 (き)きします。
（○はひとつ）
１　新宿 (しんじゅく)区内 (くない)	４　関東 (かんとう)甲信越 (こうしんえつ)（東京都 (とうきょうと)を除 (のぞ)く）
２　２３区内 (くない)	５　東北 (とうほく)
３　東京都 (とうきょうと)（２３区内 (くない)を除 (のぞ)く）	６　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　）
問 (とい)６　あなたが現在 (げんざい)の施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)してからの年数 (ねんすう)をお聞 (き)きします。
（○はひとつ）
１　１年 (ねん)未満 (みまん)	５　１０年 (ねん)以上 (いじょう)～２０年 (ねん)未満 (みまん)
２　１年 (ねん)以上 (いじょう)～３年 (ねん)未満 (みまん)	６　２０年 (ねん)以上 (いじょう)
３　３年 (ねん)以上 (いじょう)～５年 (ねん)未満 (みまん)	７　わからない
４　５年 (ねん)以上 (いじょう)～１０年 (ねん)未満 (みまん)
問 (とい)７　あなたが現在 (げんざい)の施設 (しせつ)に入所 (にゅうしょ)することになった理由 (りゆう)は何 (なん)ですか。
（○はいくつでも）
１　家族 (かぞく)から自立 (じりつ)するため	７　 住 (す)まいに支障 (ししょう)があったため
２　リハビリや生活面 (せいかつめん)の訓練 (くんれん)を受 (う)けるため	８　 在宅 (ざいたく)福祉 (ふくし)サービスが不十分 (ふじゅうぶん)なため
３　生活 (せいかつ)が保障 (ほしょう)され安心感 (あんしんかん)があるため	９　 家族 (かぞく)などに勧 (すす)められたため
４　家族 (かぞく)による介助 (かいじょ)が難 (むずか)しくなったため	10　その他 (た)
５　常時 (じょうじ)介助 (かいじょ)が必要 (ひつよう)なため	（　　　　　　　　　　　　　　　）
６　医療的 (いりょうてき)なケアが必要 (ひつよう)なため	11　わからない


　　３　施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)について　
問 (とい)８　あなたが一時 (いちじ)、出身 (しゅっしん)世帯 (せたい)（施設 (しせつ)に入 (はい)る前 (まえ)に住 (す)んでいた家 (いえ)）に帰 (かえ)るときなどに困 (こま)ることはありますか。（○はいくつでも）
１　帰 (かえ)る手段 (しゅだん)がない、または移動 (いどう)が難 (むずか)しい	７　家族 (かぞく)や親族 (しんぞく)がいない
２　帰 (かえ)るときの介助者 (かいじょしゃ)がいない	８　緊急 (きんきゅう)の場合 (ばあい)が不安 (ふあん)である
３　交通費 (こうつうひ)などにお金 (かね)がかかる	９　その他 (た)
４　出身 (しゅっしん)世帯 (せたい)の建物 (たてもの)が障害 (しょうがい)に対応 (たいおう)していない	（    　　              　 　）
５　出身 (しゅっしん)世帯 (せたい)では十分 (じゅうぶん)な介助 (かいじょ)が受 (う)けられない	
６　帰 (かえ)ったときは一人 (ひとり)でいることが多 (おお)い                    10　特 (とく)に困 (こま)ることはない

問 (とい)９　あなたは、施設 (しせつ)での生活 (せいかつ)に満足 (まんぞく)していますか。（○はひとつ）
１　非常 (ひじょう)に満足 (まんぞく)している	４　非常 (ひじょう)に不満 (ふまん)である
２　やや満足 (まんぞく)している	５　わからない
３　やや不満 (ふまん)である


問 (とい)10　あなたが現在 (げんざい)の暮 (く)らしの中 (なか)で、困 (こま)ることや不安 (ふあん)に感 (かん)じていることはありますか。（○はいくつでも）
１　身 (み)の回 (まわ)りのことが自分 (じぶん)では	９　人間 (にんげん)関係 (かんけい)がうまく築 (きず)けない
　　十分 (じゅうぶん)にできない	10　困 (こま)ったとき相談 (そうだん)する相手 (あいて)がいない
２　健康 (けんこう)状態 (じょうたい)に不安 (ふあん)がある	11　家族 (かぞく)とあまり会 (あ)えない
３　プライバシーが十分 (じゅうぶん)に保 (たも)たれない	12　将来 (しょうらい)の生活 (せいかつ)に何 (なん)となく
４　1日 (にち)の生活 (せいかつ)のリズムが自由 (じゆう)にならない	　 　不安 (ふあん)を感 (かん)じる
５　施設 (しせつ)の設備 (せつび)に不満 (ふまん)がある	13　その他 (た)
６　仕事 (しごと)や訓練 (くんれん)に不満 (ふまん)がある	（　　　　　　　　　　　　　　　）
７　外出 (がいしゅつ)の機会 (きかい)が少 (すく)ない	
８　施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)の対応 (たいおう)に不満 (ふまん)がある       14　特 (とく)に困 (こま)ることはない
問 (とい)11　あなたは、現在 (げんざい)入所 (にゅうしょ)している施設 (しせつ)に対 (たい)して、どのような要望 (ようぼう)がありますか。（○はいくつでも）
１　介護 (かいご)・看護 (かんご)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)	８　 職員 (しょくいん)の対応 (たいおう)の改善 (かいぜん)
２　健康 (けんこう)への配慮 (はいりょ)	９　 余暇 (よか)活動 (かつどう)の充実 (じゅうじつ)
３　プライバシーへの配慮 (はいりょ)	10　相談 (そうだん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
４　生活 (せいかつ)内容 (ないよう)（食事 (しょくじ)・入浴 (にゅうよく)等 (など)）の改善 (かいぜん)	11　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)に向 (む)けた訓練 (くんれん)の充実 (じゅうじつ)
５　施設 (しせつ)の設備 (せつび)の改善 (かいぜん)	12　その他 (た)
６　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)の充実 (じゅうじつ)	（　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　外出 (がいしゅつ)機会 (きかい)の増加 (ぞうか)	13　特 (とく)にない


 (
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痰 (たん)の吸引 (きゅういん)や経管 (けいかん)栄養 (えいよう)の注入 (ちゅうにゅう)など、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に必要 (ひつよう)とされる医療的 (いりょうてき)な生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)行為 (こうい)のことを「医療的 (いりょうてき)ケア」といいます。
● 医療的 (いりょうてき)ケアの例 (れい)
吸引 (きゅういん)　吸入 (きゅうにゅう)・ネブライザー　経管 (けいかん)栄養 (えいよう)　導 (どう)尿 (にょう)　酸素 (さんそ)療法 (りょうほう)　気管 (きかん)切開部 (せっかいぶ)の管理 (かんり)（ガーゼ交換 (こうかん)等 (とう)）　人工 (じんこう)呼吸器 (こきゅうき)の管理 (かんり)　　中心 (ちゅうしん)静脈 (じょうみゃく)栄養 (えいよう)　鼻 (び)咽頭 (いんとう)エアウェイなど

問 (とい)12　医療的 (いりょうてき)ケアについて伺 (うかが)います。あなたは日常的 (にちじょうてき)に必要 (ひつよう)としている医療的 (いりょうてき)ケアがありますか（○はひとつ）
１　施設 (しせつ)入所前 (にゅうしょまえ)から今 (いま)に至 (いた)るまで医療的 (いりょうてき)ケアがある
２　施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)した当時 (とうじ)は必要 (ひつよう)なかったが、今 (いま)は必要 (ひつよう)な医療的 (いりょうてき)ケアがある
３　なし

問 (とい)13　あなたはどのくらいの頻度 (ひんど)で外出 (がいしゅつ)していますか。（○はひとつ）
１　ほぼ毎日 (まいにち)	３　週 (しゅう)に１～２回 (かい)	５　あまり外出 (がいしゅつ)しない
２　週 (しゅう)に３～４回 (かい)	４　月 (つき)に１～３回 (かい)
問 (とい)14　あなたご本人 (ほんにん)の主 (おも)な収入 (しゅうにゅう)の内訳 (うちわけ)をお聞 (き)きします。（○は２つまで）
１　年金 (ねんきん)（障害 (しょうがい)基礎 (きそ)年金 (ねんきん)など）	４　親族 (しんぞく)の扶養 (ふよう)または援助 (えんじょ)
２　工賃 (こうちん)など（福祉的 (ふくしてき)就労 (しゅうろう)）	５　その他 (た)
３　生活 (せいかつ)保護費 (ほごひ)	（　                                ）



　　４　相談 (そうだん)や福祉 (ふくし)の情報 (じょうほう)について　
問 (とい)15　あなたが困 (こま)ったときに相談 (そうだん)する相手 (あいて)は誰 (だれ)ですか。（○はいくつでも）
１　家族 (かぞく)や親族 (しんぞく)	８　医療 (いりょう)関係者 (かんけいしゃ)（医師 (いし)、看護師 (かんごし)、ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）
２　施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)	９　官公庁 (かんこうちょう)の窓口 (まどぐち)（区 (く)の障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか)等 (とう)）
３　第三者 (だいさんしゃ)委員会 (いいんかい)等 (とう)	10　保健 (ほけん)センター
４　友人 (ゆうじん)・知人 (ちじん)	11　社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)協議会 (きょうぎかい)
５　卒業 (そつぎょう)した学校 (がっこう)の教職員 (きょうしょくいん)	12　インターネット等 (とう)の情報 (じょうほう)
６　障害 (しょうがい)等 (とう)の当事者 (とうじしゃ)会 (かい)や家族 (かぞく)の会 (かい)	13　その他 (た)
７　サービス等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)を作成 (さくせい)した	　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)　　　　　　　　　14　相談 (そうだん)する相手 (あいて)はいない

問 (とい)16　あなたは、福祉 (ふくし)に関 (かん)する情報 (じょうほう)を、主 (おも)にどこから得 (え)ていますか。
（○はいくつでも）
１　家族 (かぞく)や親族 (しんぞく)	９　インターネット
２　相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)	10　新聞 (しんぶん)・書籍 (しょせき)
３　知人 (ちじん)・友人 (ゆうじん)	11　障害 (しょうがい)等 (とう)の当事者 (とうじしゃ)会 (かい)や家族 (かぞく)の会 (かい)
４　官公庁 (かんこうちょう)の広報紙 (こうほうし)	12　医療 (いりょう)機関 (きかん)
５　官公庁 (かんこうちょう)のホームページ	13　施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)
６　官公庁 (かんこうちょう)の窓口 (まどぐち)（区 (く)の障害者 (しょうがいしゃ)福祉課 (ふくしか)等 (とう)）	14　その他 (た)
７　保健 (ほけん)センター	（　　　　　　　　　　　　　）
８　テレビ・ラジオ	15　特 (とく)にない


　　５　権利 (けんり)擁護 (ようご)について　
問 (とい)17　障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止法 (ぼうしほう)が平成 (へいせい)24年 (ねん)10月 (がつ)に施行 (しこう)されたことを知 (し)っていますか。
（○はひとつ）
１　知 (し)っている　　　　　２　知 (し)らない　　　　　　３　わからない

問 (とい)18　あなたは、障 (しょう)害 (がい)者 (しゃ)虐 (ぎゃく)待 (たい)の防 (ぼう)止 (し)にむけた取 (と)り組 (く)みを知 (し)っていますか。（○はいくつでも）
１　施設 (しせつ)の内 (うち)に障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)責任者 (せきにんしゃ)・相談員 (そうだんいん)がいる
２　施設 (しせつ)の外 (そと)に障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)について相談 (そうだん)できる人 (ひと)がいる
３　障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)の相談 (そうだん)や通報先 (つうほうさき)が明 (あき)らかになっている
４　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　わからない
※障害 (しょうがい)のある方 (かた)や障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)を発見 (はっけん)した方 (かた)からの届出 (とどけで)や通報 (つうほう)・相談 (そうだん)は、新宿区 (しんじゅくく)障害者 (しょうがいしゃ)虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)センター（TEL：03-5273-4368、FAX：03-3209-3441）へご連絡 (れんらく)ください。
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成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)
認知症 (にんちしょう)、知的 (ちてき)障害 (しょうがい)、精神 (せいしん)障害 (しょうがい)などにより、判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が十分 (じゅうぶん)でない人 (ひと)の権利 (けんり)を守 (まも)る制度 (せいど)です。成年 (せいねん)後見人 (こうけんにん)などがこうした人 (ひと)の意思 (いし)を尊重 (そんちょう)し、法律面 (ほうりつめん)や生活面 (せいかつめん)でその人 (ひと)らしい生活 (せいかつ)を守 (まも)るため、お手 (て)伝 (つだ)いします。
制度 (せいど)には次 (つぎ)の２種類 (しゅるい)があります。
● 「法定 (ほうてい)後見 (こうけん)」　＜すでに判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が不十分 (ふじゅうぶん)な方 (かた)に＞
家庭 (かてい)裁判所 (さいばんしょ)によって選 (えら)ばれた成年 (せいねん)後見人 (こうけんにん)・保 (ほ)佐人 (さにん)・補助人 (ほじょにん)が、本人 (ほんにん)の利益 (りえき)を考 (かんが)えながら、代理権 (だいりけん)や同意権 (どういけん)・取消権 (とりけしけん)を活用 (かつよう)することによって、本人 (ほんにん)を保護 (ほご)・支援 (しえん)する制度 (せいど)です。
● 「任意 (にんい)後見 (こうけん)」　＜将来 (しょうらい)の不安 (ふあん)に備 (そな)えたい方 (かた)に＞
判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が不十分 (ふじゅうぶん)になった場合 (ばあい)に備 (そな)えて、本人 (ほんにん)があらかじめ選 (えら)んだ方 (かた)（将来 (しょうらい)の任意 (にんい)後見人 (こうけんにん)）と将 (しょう)来 (らい)お願 (ねが)いする内容 (ないよう)を決 (き)め、公正 (こうせい)証書 (しょうしょ)で契約 (けいやく)します。
制度 (せいど)について詳 (くわ)しく知りたい方 (かた)は、新宿区 (しんじゅくく)成年 (せいねん)後見 (こうけん)センター（TEL：03-5273-4522、FAX：03-5273-3082）へお問 (と)い合 (あ)わせください。

問 (とい)19　成 (せい)年 (ねん)後 (こう)見 (けん)制 (せい)度 (ど)を利 (り)用 (よう)したいと思 (おも)いますか。（〇はひとつ）
１　現在 (げんざい)、利用 (りよう)している
 (
→
１または２
に○が
つ
いた
かた
方
は
とい
問
21
へ
)２　今後 (こんご)利用 (りよう)したい
 (
→
３または
４
に○が
つ
いた
かた
方
は
とい
問
20
へ
)３　利 (り)用 (よう)は考 (かんが)えていない
４　わからない

問 (とい)20　問 (とい)19で「３　利 (り)用 (よう)は考 (かんが)えていない」または「４　わからない」 と回答 (かいとう)した方 (かた)にお聞 (き)きします。その理由 (りゆう)はなんですか。（〇はいくつでも）
１　まだ、制度 (せいど)の利用 (りよう)を必要 (ひつよう)とする状況 (じょうきょう)ではない
２　制度 (せいど)内容 (ないよう)、手 (て)続 (つづ)きがわかりにくい
３　相 (そう)談 (だん)先 (さき)がわからない
４　費用 (ひよう)の負担 (ふたん)が心配 (しんぱい)
５　信 (しん)頼 (らい)できる後 (こう)見 (けん)人 (にん)候 (こう)補 (ほ)者 (しゃ)が思 (おも)い当 (あ)たらない
６　特 (とく)に考 (かんが)えたことがない
7　その他 (た)


　　６　今後 (こんご)の暮 (く)らし方 (かた)について　
問 (とい)21　あなたは今後 (こんご)、どのような生活 (せいかつ)を希望 (きぼう)しますか。（○はひとつ）
１　施設 (しせつ)を退所 (たいしょ)して、必要 (ひつよう)に応 (おう)じてサービスを利用 (りよう)しながら新宿 (しんじゅく)区内 (くない)で生活 (せいかつ)したい
２　施設 (しせつ)を退所 (たいしょ)して、新宿 (しんじゅく)区内 (くない)のグループホームで生活 (せいかつ)したい
３　施設 (しせつ)を退所 (たいしょ)して、今 (いま)の施設 (しせつ)周辺 (しゅうへん)のグループホームで生活 (せいかつ)したい
４　現在 (げんざい)の施設 (しせつ)で生活 (せいかつ)したい
５　別 (べつ)の施設 (しせつ)で暮 (く)らしたい
６　わからない


問 (とい)22　障害者 (しょうがいしゃ)が地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して暮 (く)らしていくためには、どのような施策 (しさく)が重要 (じゅうよう)だと思 (おも)いますか。（○は３つまで）
１　障害 (しょうがい)理解 (りかい)・障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)
２　医療 (いりょう)に関 (かん)するサービスの充実 (じゅうじつ)
３　医療的 (いりょうてき)ケアの必要 (ひつよう)な障害者 (しょうがいしゃ)に対 (たい)する支 (し)援 (えん)の充実 (じゅうじつ)
４　教育 (きょういく)・療育 (りょういく)の充実 (じゅうじつ)
５　雇用 (こよう)・就労 (しゅうろう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
６　相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
７　訪問 (ほうもん)系 (けい)サービスの充実 (じゅうじつ)
８　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)系 (けい)サービスの充実 (じゅうじつ) 
９　短期 (たんき)入所 (にゅうしょ)の充実 (じゅうじつ)
10　意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
11　福祉 (ふくし)用具 (ようぐ)・補 (ほ)装具 (そうぐ)などの充実 (じゅうじつ)
12　グループホームの整備 (せいび)・充実 (じゅうじつ)
13　入所 (にゅうしょ)施設 (しせつ)の整備 (せいび)・充実 (じゅうじつ)
14　障害者向 (しょうがいしゃむ)けの住 (す)まいの確保 (かくほ)、居住 (きょじゅう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)（住 (す)まい探 (さが)しなど）
15　建物 (たてもの)・道路 (どうろ)などのバリアフリー化 (か)
16　当事者 (とうじしゃ)同士 (どうし)で支援 (しえん)しあえる仕組 (しく)みづくり
17　趣味 (しゅみ)やスポーツ活動 (かつどう)の充実 (じゅうじつ)
18　経済的 (けいざいてき)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
19　災害 (さいがい)時 (じ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)
20　障害者 (しょうがいしゃ)（障害児 (しょうがいじ)）の家族 (かぞく)を対象 (たいしょう)とした支援 (しえん)
21　障害者 (しょうがいしゃ)福祉 (ふくし)の人材 (じんざい)確保 (かくほ)・人材 (じんざい)育成 (いくせい)の充実 (じゅうじつ)
22　親 (おや)や親族 (しんぞく)が高齢 (こうれい)になったり、亡 (な)くなった時 (とき)に本 (ほん)人 (にん)の権 (けん)利 (り)を守 (まも)る仕 (し)組 (く)みづくり
23　その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
24　特 (とく)にない


　　７　自由 (じゆう)意見 (いけん)　
問 (とい)23　障害者 (しょうがいしゃ)施策 (しさく)に関 (かん)して、ご意見 (いけん)・ご要望 (ようぼう)などがありましたら、ご自由 (じゆう)にお書 (か)きください。
	


	

	

	

	

	

	

	

	


※	お書 (か)きいただいたご意見 (いけん)・ご要望 (ようぼう)に、個別 (こべつ)にお答 (こた)えすることはできかねますが、計画 (けいかく)策定 (さくてい)の際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

質問 (しつもん)は以上 (いじょう)で終 (お)わりです。
調査 (ちょうさ)にご協力 (きょうりょく)いただき、誠 (まこと)にありがとうございました。

令和元 (れいわがん)年 (ねん)１２月 (がつ)６ (むい)日 (か)(金 (きん))までに、同封 (どうふう)の「返信用 (へんしんよう)封筒 (ふうとう)」に、ご回答 (かいとう)いただいたこの調査票 (ちょうさひょう)を入 (い)れて、ポストに投函 (とうかん)してください。
封筒 (ふうとう)に切手 (きって)を貼 (は)る必要 (ひつよう)はありません。
また、個人 (こじん)情報 (じょうほう)保護 (ほご)の観点 (かんてん)から、調査票 (ちょうさひょう)や封筒 (ふうとう)に、ご住所 (じゅうしょ)お名前 (なまえ)をお書 (か)きにならないよう、お願 (ねが)いします。
児童（18歳未満）の保護者の方
区民の生活のニーズに関する調査

＜＜＜＜＜＜    記入上のお願い   ＞＞＞＞＞＞

● 必要に応じて、お子さんとご相談しながらご回答ください。
● この調査票には、名前を書かないでください。
● 回答は、この調査票に直接書いてください。
● 回答は、あてはまる番号に○印をつけてください。
● 質問によっては、一部の方のみに回答していただくものもあります。
● 回答が「その他」になる場合は、（　　　）内にその内容を書いてください。
● 回答したくない質問は答えずに、次の質問に進んでください。


◇ ふりがなつき調査票 (ちょうさひょう)もあります ◇
　　ふりがなつき調査票 (ちょうさひょう)をお求 (もと)めの場合 (ばあい)は郵送 (ゆうそう)しますので、お問 (と)い合 (あ)わせください。

◇ 問合せ先 ◇
福祉部 障害者福祉課 福祉推進係　Ｔｅｌ ０３（５２７３）４５１６、 Ｆａｘ ０３（３２０９）３４４１
〒１６０－８４８４　新宿区歌舞伎町１－４－１　　新宿区役所２階
（土曜・日曜・祝日を除く、午前８時３０分から午後５時まで）　　


◇ 返送期限について ◇

令和元年12月6日（金）まで
同封の「返信用封筒」に、回答を書き入れたこの調査票を入れて、
ポストに投函してください。  切手を貼る必要はありません。










　　ここから調査がはじまります　
問１　この調査票に回答していただく方は、あて名のお子さんから見て、どなたにあたりますか。（○はひとつ）
１　父親	　3　両親以外の家族
２　母親	４　その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　１　お子さんについて　
問２　お子さんの性別をお聞きします。（○はひとつ）
１　男性	２　女性
問３　お子さんの年齢をお聞きします。令和元年１１月１日現在の満年齢をお書きください。
 歳
問４　あて名のお子さんと一緒に住んでいるのは誰ですか。（○はいくつでも）
１　父親	　３　兄弟姉妹	 　　　　５　その他親族
２　母親	４　祖父母	         ６　その他
（　　　　　　　　　　　      　）




　　２　障害や健康の状況について　
問５　お子さんが持っている手帳や医療券などの種類をお聞きします。手帳をお持ちの方は、等級・程度もご記入ください。また、自立支援医療や難病医療の給付を受けていたり、発達障害、高次脳機能障害などの診断を受けている方は、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも）
１　身体障害者手帳（　　　級）	→１に○がついた方は問６へ
２　愛の手帳（　　　度）
３　精神障害者保健福祉手帳（　　　級）
４　自立支援医療（精神通院医療）の給付
５　発達障害　※下記選択肢の中からあてはまる診断名に〇を
　① 自閉スペクトラム症（ASD）　　　　　 	③ 学習障害（LD）
② 注意欠如・多動症（ADHD）			④ 発達性協調運動障害
  6　高次脳機能障害
７　難病医療の給付
（病名：　　　　　　　　　　　　　　　　）
 (
→８に○をつ
けた方は問
７
へ
)（診断を受けてからの期間：　　年　　ヶ月）
８　これらの手帳等は持ってないし、診断も受けていない
→１と８に○がつかなかった方は問８へ


問６　問５で 「１ 身体障害者手帳」　と回答された方にお聞きします。どのような障害がありますか。（○はいくつでも）
１　肢体不自由（上肢・下肢・体幹等）
２　音声・言語・そしゃく機能障害
３　視覚障害
４　聴覚・平衡機能障害
５　内部障害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう・直腸、小腸、免疫機能、肝臓）
→問８へ進んでください。


問７　問５で 「８ これらの手帳等は持ってないし、診断も受けていない」 と回答された方にお聞きします。
お子さんの発達の特徴として心配なことはありますか。（○はいくつでも）
１　言葉が遅れている	７　不器用なところがある
２　落ち着きがない	８　かんしゃくが強い
３　こだわりが強い	９　なんとなく他の子と違うと感じる
４　コミュニケーションが苦手	10　その他
５　感覚の問題（感覚過敏、感覚鈍麻）	（　　　　　　　　　　　　　　　　）
６　発達に偏りがある	11　あてはまるものはない

　ここからは全ての方にお聞きします。 
問８　お子さんの障害や心身の不調・特性について、ご家族の方などが最初に気づいた時期をお聞きします。（○はひとつ）
 (
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２
歳
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問９　お子さんの障害や心身の不調・特性について、はじめてわかったのは、どのようなときでしたか。（○はひとつ）
 (
６　
保育園
、
子ども
園
、
幼稚園
の先生
が
気
づいた
７　
学校
の先生が
気
づいた
８　その
他
 
（　　　　　　　　　　　　　　　　）
９　わからない
)１　生まれてまもなく知らされた
２　家族や周りの人が気づいた
３　乳幼児健診で知らされた
４　育児相談などで知らされた
５　医療機関で診察したときに
知らされた


[image: 427139] (
問
10
を回答するにあたっての
解説
)

痰の吸引や経管栄養の注入など、日常生活に必要とされる医療的な生活援助行為のことを「医療的ケア」といいます。
● 医療的ケアの例
吸引　吸入・ネブライザー　経管栄養　導尿　酸素療法　気管切開部の管理（ガーゼ交換等）　人工呼吸器の管理　中心静脈栄養　鼻咽頭エアウェイなど

問10　お子さんは日常的に必要としている医療的ケアがありますか。
（○はひとつ）
１　はい　　　　　　　　　　　　　　　２　いいえ


問11　お子さんの障害や心身の不調・特性について、どのような医療機関で治療を受けたり、相談をしたりしていますか。（○はいくつでも）
１　専門病院（療育・リハビリ科・精神科など）　		５　その他
２　専門の診療所・クリニック	（　　　　　　　　　　　　　）
３　一般病院		６　医療機関には相談していない
４　大学病院
問12　障害等について、受診状況等をお聞きします。（あてはまるものに○）
１　通院している　　　　　　　４　現在入院している
２　訪問診療を受けている　　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　）
３　訪問看護を受けている　　　６　通院していない


問13　お子さんは、毎日の生活の中で、どのような介助や支援が必要ですか。
（○はいくつでも）
１　食事	９　通院、通園・通学以外の外出
２　排せつ	10　日常生活に必要な意思の伝達
３　入浴	11　日常生活動作の見守り
４　寝返り	12　学習の支援
５　着替え	13　その他
６　室内の移動	（　　　　　　　　　　　　　　　）
７　洗顔・歯磨き　　　　　　　　　　　　14　介助や支援は必要ない
８　通院、通園・通学　　　        　　　　　　　　→14に○をつけた方は問16へ

問14　毎日の生活の中で介助や支援が必要な方にお聞きします。
お子さんを主に介助・支援している人はどなたですか。（○はひとつ）
１　父親	３　その他親族	　　　 　　　５　ボランティア
２　母親	４　ホームヘルパー	　　　６　その他
（　　　　　　　　　）


問15　毎日の生活の中で介助や支援が必要な方にお聞きします。お子さんを介助・支援する立場から、どのような悩みや不安を抱えていますか。（○はいくつでも）
１　介助してくれる人が足りない		11　睡眠が不足している
２　何かあった時に介助を頼める人がいない		12　精神的な負担が大きい
３　他の家族の協力が少ない		13　経済的な負担が大きい
４　仕事に出られない		14　周囲の人や職場などの理解がない
５　長期的な外出ができない		15　子どもの特性による育てにくさを
６　介助や支援の方法がわからない		　　 感じる
７　休養やくつろぐ時間がない		16　きょうだい児の世話が十分にできない
８　身体的な負担が大きい		17　その他
９　健康について不安がある		
10　体調不良でも病院に行く時間がない		18　特に悩みや不安はない
		

　　３　相談や福祉の情報について　
問16　お子さんが、日常生活で困っていることがありますか。（○はいくつでも）
(お子さんの思いをご回答ください)
 (
　
困
ったとき
相談
する
相手
がいない
　
病気
や
障害
を
理解
した
上
で
診
ても
らえる
診療所
が
近
くにな
い
　
生活にお金がかかることに不安が
ある
　将来に不安を感じる
　その他
　
特にない
) (
　
健康状態に不安がある
　
障害のため、身の回りのことが
十分できない
　親の健康が
心配
である
　
外出が大変である
　
住まいに不便を感じている
　
災害時の避難に不安がある
 
　
緊急時の対応に不安がある
　
学校などの先生とうまくいかない
　
友だちとの関係がうまくいかない
　
障害や病気に対する周りの理解が
ない
)











問17　お子さんやご家族の方が困ったときに相談する相手は誰ですか。
　　　（○はいくつでも）
 (
　
保健センター
　
子
ども
総合センター
（発達支援コーナーあいあい）
　
子ども総合センター（総合相談係）
　子ども総合センター以外の児童発達
支援などの療育機関
　
子
ども
家庭支援センター
　
教育委員会
・
教育センター
　地域生活支援拠点
（
※
）
　
新宿区社会福祉協議会
　
東京都
児童相談センター
　
インターネット等
の
情報
（メール
相談
、
SNS等
を
含
む）
　その
他
（　　　　　　　　　　　　　）
　
相談
する
相手
はいない
) (
家族
や
親族
友人
・
知人
・
近所
の
人
学校
の
教員
　 
保育園
・子ども
園
・
幼稚園
 の
先生
民生委員
・
児童委員
障害等
の
当事者会
や
家族
の
会
身体障害者相談員
・
知的障害者相談員
障害児支援利用計画を作成した相談支援専門員
ヘルパー
等福祉従事者
　
ペアレントメンター
　
スクールカウンセラー
　
医療
機関等の
関係者
（
医師
・
看護師
・
ソーシャルワーカー
）
　
障害者福祉課
の
窓口
　
障害者福祉課以外
の
区
の
窓口
)
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※
地域生活
支援拠点
と
は
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住み慣れた地域で安心して暮らしていけるような支援を提供できる仕組み。新宿区には基幹相談支援センター（障害者福祉課内）のほか、障害者福祉センター（身体障害）、シャロームみなみ風（知的障害）、障害者生活支援センター（精神障害）の３つの拠点があります。






問18　区役所などに気軽に相談するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも）
1  (
障害者（児）や家族など同じ立場の
人による相談
10　
どんな
相談
にも
対応
できる
総合窓口
11　
相談窓口
に
関
する
情報提供
12
　
プライバシーの
遵守
13
　
その
他
（　　　　　　　　　　　　　　　）
14
　
特
にない
)電話やＦＡＸでの相談
2 電子メールでの相談
3 スマートフォンによる
アプリやSNSでの相談
4 自宅での訪問による相談
5 休日や夜間の相談
6 専門性の高い相談
7 身近な地域での相談
8 定期的な相談

問19　障害に関する知識や福祉に関する情報を、主にどこから得ていますか。　（○はいくつでも）
１　区の広報紙 	９　 医療機関
２　区のホームページ	10　学校の先生
３　区の窓口	11　保育園・子ども園・幼稚園の先生
４　保健センター	12　児童発達支援などの療育機関
５　テレビ・ラジオ	13　その他
６　インターネット	（　　　　　　　　　　　　　　　）
７　新聞・書籍	14　知る方法がわからない
８　障害等の当事者会や家族の会



　　４　教育・保育について　
問20　お子さんが通園・通学などをしているところをお聞きします。
（あてはまるものに○）
Ａ　小学校入学前
１　保育園		５　子ども総合センター以外の児童発達支援などの
２　子ども園	療育機関
３　幼稚園	６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 (
（発達支援コーナーあいあい）
)４　子ども総合センター	７　通園・通所はしていない
→Ａにあてはまる方は問21、22、24、25、26へ
Ｂ　小中学校等に在学中
８　小学校の通常の学級
９　小学校のまなびの教室（特別支援教室）
10　小学校の特別支援学級
11　特別支援学校の小学部 
12　中学校の通常の学級
13　中学校のまなびの教室（特別支援教室）
14　中学校の特別支援学級
15　特別支援学校の中学部			→Ｂにあてはまる方は問23～26へ
Ｃ　高等学校等に在学中
16　高等学校（定時制・通信制を含む）
17　特別支援学校の高等部
18　その他の学校（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　→Ｃにあてはまる方は23～25、27へ
Ｄ　義務教育終了後、通学はしていない
具体的には何をしていますか。
（                                                              　　　　　  ）
→Ｄにあてはまる方は問28へ

問21　問20で ｢Ａ　小学校入学前（１～７）｣ と回答した方にお聞きします。
通園生活や今後の進路等で困っていることや心配していることはありますか。（〇はいくつでも）
１　 通園の送迎が大変
２　 周囲の子どもとの関係が心配
３　 園の先生の指導の仕方が心配
４　 本人の成長が心配
５　 今後の進路について迷っている
６　 子どもの将来に不安がある
７　 保育や教育・療育に関する情報が少ない
８　 療育・リハビリテーションの機会が少ない
９　 費用など経済的な負担が大きい
10　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11　特に困っていることや心配はない

問22　問20で ｢Ａ　小学校入学前（１～７）｣ と回答した方にお聞きします。
小学校はどの教育機関を希望しますか。（○はひとつ）
１　小学校の通常の学級
２　小学校の通常の学級とまなびの教室（特別支援教室）
３　小学校の特別支援学級
４　特別支援学校の小学部
５　わからない
→問24へ進んでください。

問23　問20で｢Ｂ　小中学校等に在学中（８～15）｣または｢Ｃ　高等学校等に在学中（16～18）｣と回答した方にお聞きします。
通学生活等で困っていることや心配していることはありますか。
（○はいくつでも）
１　通学の送迎が大変	８　 教育や療育に関する情報が少ない
２　周囲の子どもとの関係が心配	９　 療育・リハビリテーションの機会が少ない
３　いじめについて心配	10　費用など経済的な負担が大きい
４　先生の指導の仕方が心配	11　その他
５　本人の成長が心配	　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６　今後の進路について迷っている	12　特に困っていることや心配はない
７　子どもの将来に不安がある

問24　問20で ｢Ａ　小学校入学前（１～７）｣、｢Ｂ　小中学校等に在学中（８～15）｣ または｢Ｃ　高等学校等に在学中（16～18）｣と回答した方にお聞きします。
放課後や長期休校中など、幼稚園や保育園、子ども園、学校等にいる以外の時間は、お子さんはどのように過ごしていますか。（○はいくつでも）
１　家族といる	７　 タイムケア事業を利用する
２　友人、知人といる	８　 ショートステイを利用する
３　一人でいる	９　 児童発達支援、放課後等デイサービスを利用する
４　ヘルパーなどと外出する	10　習い事や塾へ行く
５　学童クラブへ行く	11　その他
６　放課後子どもひろばに行く	　　（　　　　　　　   　　　　　　　　　　）
	12　特に何もしていない

問25　問20で ｢Ａ　小学校入学前（１～７）｣、｢Ｂ　小中学校等に在学中（８～15）｣ または｢Ｃ　高等学校等に在学中（16～18）｣と回答した方にお聞きします。
放課後や長期休校中など、幼稚園や保育園、子ども園、学校等にいる以外の時間は、お子さんがどのように過ごすことを希望していますか。
（○はいくつでも）
１　地域の同世代の子どもと遊ばせたい	６　ショートステイを利用したい
２　学童クラブを利用したい	７　児童発達支援、放課後等デイサービス
３　放課後子どもひろばを利用したい	を利用したい
４　習い事や塾に行かせたい	８　その他
５　タイムケア事業を利用したい	（                       　　　）
	９　特にない

問26　問20で ｢Ａ　小学校入学前（１～７）｣または｢Ｂ　小中学校等に在学中（８～15）｣  と回答した方にお聞きします。
中学校（中学部）卒業後はどのような進路を希望しますか。
（○はひとつ）
１　高等学校（定時制・通信制を含む）に通う	５　仕事をする
２　特別支援学校の高等部に通う	６　その他
３　専門学校・専修学校に通う	（　　　    　　　           　　）
４　障害者向けの日中活動に通う	７　わからない
→問28へ進んでください。


問27　問20で｢Ｃ　高等学校等に在学中（16～18）｣と回答した方にお聞きします。
高等学校（高等部）卒業後の日中の過ごし方は、どのようにしたいと思いますか。（○はいくつでも）
※ この設問では、｢お子さんの希望｣と｢保護者の方の希望｣をそれぞれ伺います。
お子さんの希望
１　 大学や短期大学へ通う
２　 専門学校や専修学校へ通う
３　 職業訓練学校へ通う
４　 企業等へ就職する（パート、アルバイト等を含む一般就労）
５　 自分で仕事をする（自営業（フリーランス）など）
６　 就労移行支援や就労継続支援の事業所へ通う（福祉作業所、わーくすここ・からなど）
７　 自立訓練（生活訓練・機能訓練）事業所へ通う
（視覚障害者生活支援センター、カレッジ早稲田など）
８　 生活介護事業所へ通う（あゆみの家、生活実習所ぽれぽれ福祉園など）
９　 その他（                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ）
10　わからない

保護者の方の希望
　１　 大学や短期大学へ通う
２　 専門学校や専修学校へ通う
３　 職業訓練学校へ通う
　４　 企業等へ就職する（パート、アルバイト等を含む一般就労）
　５　 自分で仕事をする（自営業（フリーランス）など）
　６　 就労移行支援や就労継続支援の事業所へ通う（福祉作業所、わーくすここ・からなど）
７　 自立訓練（生活訓練・機能訓練）事業所へ通う
（視覚障害者生活支援センター、カレッジ早稲田など）
８　 生活介護事業所へ通う（あゆみの家、生活実習所ぽれぽれ福祉園など）
９　 グループホーム、障害者支援施設等へ入所する
10　その他（                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11　わからない
 

　　５　外出やバリアフリーについて　
問28　お子さんは、どのくらいの頻度で外出（通園・通学含む）していますか。（○はひとつ）
１　ほぼ毎日	３　週に1～2回		５　あまり外出しない
２　週に3～4回	４　月に1～3回

問29　お子さんは、外出（通園・通学以外）に関してどのようなことで困っていますか。（○は３つまで）
１　歩道の段差や傾斜があると移動が困難	８   自動車・自転車に危険を感じる
２　建物の段差や階段があると移動が困難	９　 立て看板や路上駐輪などにより、
３　バスやタクシーの利用が困難	交通に支障がある
４　駅構内の移動や乗り換えが困難	10　外出するのに支援が必要である
５　券売機の利用が困難	11　外出したくても介助者がいない
６　トイレの利用が困難	12　その他（　　　　　　　　　　　　）
７　疲れたときの休憩場所がない	13　特にない



　　６　福祉サービスについて　
問30　お子さんは、次のようなサービスを利用していますか。また、今後（２～３年以内に）利用したいと思いますか。
※　問30でお伺いするサービスは、障害福祉サービス等です。
Ａ　主に18歳未満の方が利用するサービス
（１）主に18歳未満の方が利用するサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	1 児童発達支援
	療育を必要とする障害児等が施設に通い、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練等を行います。
	１
	２
	３

	2 医療型児童発達支援
	肢体不自由があり、理学療法等の機能訓練や、医学的管理下での支援が必要な児童のための通所支援です。
	１
	２
	３

	3 放課後等デイサービス
	就学している障害児に、放課後や休校日に生活能力の訓練、社会交流機会を提供します。
	１
	２
	３

	4 保育所等訪問支援
	保育所等に通う障害児が集団生活に適応するために必要な専門的支援を提供します。
	１
	２
	３

	5 障害児入所支援
	福祉型障害児入所施設と医療型障害児入所施設の2種類。
入所手続きは児童相談センターが窓口です。
	１
	２
	３

	6 日中一時支援事業（障害児等ﾀｲﾑｹｱ）
	障害児の放課後及び夏休み等の長期学校休校中の活動場所を提供します。
	１
	２
	３

	7 在宅児等訪問支援
	障害児等の自宅を訪問し、遊びや生活の指導、情報提供を行います。
	１
	２
	３

	8 障害幼児一時保育
	一時的に保育が必要なとき、障害幼児等の保育を行います。
	１
	２
	３

	9 居宅訪問型児童発達支援
	障害児等の居宅を訪問し、日常生活における動作の指導、知識技能の付与等の支援を行います。
	１
	２
	３



B　児童期～成人期を通じて利用できるサービス
（２）自宅での生活を支援するサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	1 居宅介護
（ホームヘルプ）
	自宅で身体介護・家事援助や通院等介助を行います。
	１
	２
	３

	2 重度障害者等包括支援
	常に介護を必要として、意思疎通に著しい困難を有する最重度の障害者に、包括的なサービスを提供します。
	１
	２
	３


（３）外出を支援するサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	1 行動援護
	行動障害のある方に、移動介護や危険回避の援護などを行います。
	１
	２
	３

	2 同行援護
	視覚障害者の外出に同行し、移動の援護や移動に必要な情報の提供をします。
	１
	２
	３

	3 移動支援事業
	社会参加のための移動に必要な支援をヘルパーが行います。
	１
	２
	３

	4 ﾀｸｼｰ利用券
	下肢の障害者等で、日常生活を営むのに支障がある方にタクシー券を交付します。リフト付きタクシーの予約、迎車、ストレッチャー利用券を別に交付します。
	１
	２
	３


（４）一時的な支援を行うサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	3 短期入所
（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）
	介護者が介護できないとき、短期間の入所による介護を行います。
	１
	２
	３

	4 日中一時支援事業
（日中ｼｮｰﾄ）
	介護を行う方の都合等で一時的に見守りなどが必要な方に対し、日中、入浴や食事などの介助を行います。
	１
	２
	３



（５）補装具費・日常生活用具・住宅設備改善
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	1 補装具費の支給等
	障害者の身体機能を補完するために作成された補装具の費用を支給します。
	１
	２
	３

	2 日常生活用具給付事業
	日常生活における福祉用具の給付を行います。
	１
	２
	３

	3 住宅設備改善費の給付
	在宅の重度の障害者の住宅設備を事前の申請により改善します。
	１
	２
	３


（６）日常生活のサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	1 相談支援事業
	地域生活を支援するための様々な相談に応じます。
	１
	２
	３

	2 意思疎通支援事業
	手話通訳者、要約筆記者等の派遣により、コミュニケーションを支援します。
	１
	２
	３

	3 在宅重症心身障害児等在宅レスパイトサービス
	医療的ケアの必要な重症心身障害児（者）の自宅において、訪問看護師が、医療的ケアをともなう見守りを行います。
	１
	２
	３

	4 巡回入浴
サービス
	在宅で寝たきりの重度心身障害者に、巡回入浴車を派遣して、入浴の機会を提供します。
	１
	２
	３


（７）医療に関する支援
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	1 自立支援医療
	障害を軽減する医療（更生医療・育成医療・精神通院）を給付します。
	１
	２
	３





C　主に18歳以上の方が利用するサービス
（８）自宅での生活を支援するサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	4 重度訪問介護
	重度の障害者に、総合的な介護を行います。
	
	２
	３


（９）日中の活動を支援するサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	4 生活介護
	常に介護を必要とする障害者に、施設などで介護や活動機会を提供します。
	
	２
	３

	5 地域活動支援
　 センター事業
	地域活動支援センターで、日中活動の支援を行います。
	
	２
	３

	6 日中一時支援事業（土曜ケアサポート）
	生活介護の支給を受けている方を対象に、土曜日の日中に、施設での活動の場を提供します。
	
	２
	３


（10）自立や就労を支援するサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	1 自立訓練
（機能訓練・
  生活訓練）
	自立生活のために、身体機能や生活能力向上のための訓練を行います。
	
	２
	３

	2 就労移行支援
	一般就労を希望する障害者に、一定期間就労のための訓練を行います。
	
	２
	３

	3 就労継続支援
（Ａ型・雇用型）
	障害者に雇用型の就労や生産活動の機会を提供します。
	
	２
	３

	4 就労継続支援
（Ｂ型・非雇用型）
	障害者に就労や生産活動の機会を提供します。
	
	２
	３

	5 障害者就労
支援事業
	障害者の一般就労に向けた支援、職場定着への支援、日常生活への支援などを専門のコーディネーターにより実施します。
	
	２
	３

	6 自立生活援助
	定期的な巡回訪問や随時の対応により、円滑な地域生活に向けた相談・助言等を行います。
	
	２
	３


（10）自立や就労を支援するサービス（続き）
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	7 就労定着支援
	就業に伴う生活面の課題に対応するため、事業所・家族との連絡調整等の支援を行います。
	
	２
	３


（11）住まいの場・住まいに関するサービス
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	5 施設入所支援
	障害者支援施設に入所する障害者に、介護などの支援を提供します。
	
	２
	３

	6 療養介護
	医療を必要とする障害者に、病院などで機能訓練や看護・介護を行います。
	
	２
	３

	7 共同生活援助
（グループホーム）
	共同生活を営む住居で、日常生活の援助を行います。居室は原則個室です。
	
	２
	３

	8 福祉ホーム
	低額な料金で居室等を提供するとともに、日常生活に必要な支援を行います。
	
	２
	３


（12）災害への備え
	サービス名
	サービスの内容
	↓　回答はこちらに　↓

	
	
	１　現在
利用している
	２　今後
利用したい
	３ 今は利用を考えていない

	① 災害時要援護者登録名簿への登録
※児童期から登録可能
	災害発生時に自分の身を守ることが困難な方々を本人の申し出により事前に把握して、災害時に迅速な援助を行います。
	１
	２
	３





問31　お子さんのサービス利用に関して困っていることがありますか。（○はいくつでも）
１　サービスに関する情報が少ない	６　利用したいサービスが利用できない
２　区役所での手続きが大変	７　障害児支援利用計画が立てられていない
３　利用できる回数や日数が少ない	８　利用者負担（自己負担）が大きい
４　事業者との利用日等の調整が大変	９　その他
５　サービスの質が良くない	（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	10　特にない (
問
32
～
34
を回答するにあたっての解
説
)[image: 427139]

障害者（児）の方が必要なサービスをより安心して利用することができるように、障害福祉サービスを利用する方は「サービス等利用計画」や「障害児支援利用計画」を作ることとなっています。自分や家族がサービスを組み立てるセルフプランもあります。
● サービス等利用計画
障害者総合支援法が定めている障害福祉サービスを利用する際に必要な、ご本人のための計画です。
● 障害児支援利用計画
児童福祉法が定めている障害児向けサービスを利用する際に必要な、ご本人のための計画（トータルプラン）です。ご本人・ご家族の希望する生活やサービスの利用意向に基づき、区の指定を受けた障害児相談支援事業所の相談支援専門員が福祉、保健、医療、教育、就労、住宅等の総合的な視点から、地域での自立した生活を支えるための「障害児支援利用計画」を作成します。「障害児支援利用計画」を作成すると、相談支援専門員が、サービス提供事業所の手配や連絡調整を行ったり、定期的に自宅への訪問を行い、計画の見直しを行ったりします。
新宿区が指定した18歳未満の方のための相談支援事業所は、区役所の基幹相談支援センター、子ども総合センターのほか、４か所の民間の事業所があります（令和元年11月現在）。
 (
（
次ページへ続く
）
)計画作成を依頼したい場合は、福祉部障害者福祉課支援係地区担当者（TEL：03-5273-4583、FAX：03-3209-3441）へお問い合わせください。
● セルフプラン
相談支援専門員に依頼せずに、ご本人・ご家族や身近な支援者が計画を作成することもできます。サービス提供事業所の手配は家族が行うことになります。

問32　障害福祉サービス・児童福祉法に基づくサービスを利用している方にお聞きします。
サービス等利用計画・障害児支援利用計画の作成について、現状を教えてく
ださい。（○はひとつ）
１　相談支援事業所の相談支援専門員に作成を依頼している
→１に○をつけた方は問35へ進んでください
２　自分及び家族や支援者とセルフプランを作成している
→２に○をつけた方は問33、34へ進んでください

問33　問32で「２」と回答した方にお聞きします。セルフプランでサービス等利用計画・障害児支援利用計画を作成しようとした理由は何ですか。（○はいくつでも）
１　作成を依頼できる障害児相談支援事業所がないから
２　現在のサービスで満足している、自分でサービスを調整したい等、作成を依頼する
	必要がないから
３　セルフプランの方が手軽にできるから
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　特にない


問34　問32で「２」と回答した方にお聞きします。
サービス等利用計画・障害児支援利用計画をセルフプランで作成してみて、困ったことは何ですか。（○はいくつでも）
１　サービス等利用計画などの提出書類を自ら作成する必要がある
２　利用したいサービスの内容や事業所に関する情報収集を行う必要がある
３　相談支援専門員による専門的なアドバイスがない
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５　特にない

問35　あなたは、サービスの利用者負担（自己負担）をどのように感じていますか。（○はひとつ）
１　非常に負担に感じる　 ３　あまり負担に感じない　　５　サービスを利用していない
２　やや負担に感じる　 　４　利用者負担は支払っていない

　　７災害対策について　
問36　お子さんやご家族の方が、地震や風水害などの災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（○はいくつでも）
１　災害の情報を知る方法がない		９　医療機器の電源確保が心配
２　助けを求める方法がない		10　避難物資や情報を得たい
３　近くに助けてくれる人がいない		11　その他
４　一人では避難できない	
５　避難所の設備が障害に対応しているか不安	
６　避難所で必要な支援が受けられるか不安		12　特にない
７　避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい
８　薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安


問37　お子さんやご家族の方は、災害に対してどのような備えをしていますか。
（○はいくつでも）
１　日頃から家族で災害時の対応を話し合っている
２　非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄をしている
３　疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている
４　近所の人や知人等に、災害が発生したときの助けをお願いしている
５　新宿区の「災害時要援護者登録名簿」に登録している
６　避難所の位置を知っている、行ったことがある
７　避難所などで配慮してほしいことを書きとめてある
８　防災訓練に参加したことがある
９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10　特にない


　８　権利擁護について　
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問
38
～
40
を回答するにあたっての解
説
)
障害者差別解消法
平成28年４月１日からスタートした障害者差別解消法では「不当な差別的取扱い」を禁止し、「合理的配慮の提供」を求めています。そのことによって、障害のある人もない人も共に暮らせる社会を目指しています。
● 「不当な差別的取扱いの禁止」とは
この法律では、国・都道府県・市町村などの行政機関や、会社やお店などの事業者が、障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を理由として差別することを禁止しています。これを「不当な差別的取扱いの禁止」といいます。
例：「障害を理由に窓口対応を拒否される」「車いすを理由に交通機関の乗車を拒否される」など
● 「合理的配慮の提供」とは
障害のある人は、社会の中にあるバリアによって生活しづらい場合があります。この法律では、国・都道府県・市町村などの行政機関や、会社やお店などの事業者に対して、障害のある人から、社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの対応を必要としているとの意思が伝えられたとき（※）に、負担が重すぎない範囲で対応すること（事業者に対しては、対応に努めること）を求めています。これを「合理的配慮の提供」といいます。
※言語（手話を含む。）、点字、拡大文字、筆談、実物を示すことや身振りなどのサインによる合図、触覚など様々な手段により意思が伝えられることをいいます。通訳や障害のある人の家族、支援者、介助者、法定代理人など、障害のある人のコミュニケーションを支援する人のサポートにより本人の意思が伝えられることも含まれます。
障害者差別を受けたと感じたときのご相談は、福祉部障害者福祉課福祉推進係（TEL：03-5273-4516、FAX：03-3209-3441）へお問い合わせください。


問38　あなたのお子さんは最近３年間で、障害があることが原因で、差別と感じる取扱いを受けた経験がありますか。あてはまる場面の番号に○をし、
　　　内に具体的な内容をご記入ください。（○はいくつでも）
１　区役所などの行政機関で		　７　住む場所や家のことで
２　公共交通、公共施設などで		　８　情報、コミュニケーションで
３　学校、教育の場面で		　９　近隣、地域で
４　病院・診療所などで		　10　その他（　　　　　　　　　　　）
５　民間サービス（飲食店、習い事など）で	　11　特にない
６　福祉サービスで
具体的な内容：




問39　平成２８年４月の障害者差別解消法の施行と関連して障害者への配慮として良いと思ったこと、配慮があって助かったこと、改善されたと感じたことはありますか。あてはまる場面の番号に○をし、　　　内に具体的な内容をご記入ください。（○はいくつでも）

１　区役所などの行政機関で		　７　住む場所や家のことで
２　公共交通、公共施設などで		　８　情報、コミュニケーションで
３　学校、教育の場面で		　９　近隣、地域で
４　病院・診療所などで		　10　その他（　　　　　　　　　　　）
５　民間サービス（飲食店、習い事など）で	　11　特にない
６　福祉サービスで
具体的な内容：





問40　障害者差別の解消を推進するために、どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。（○はいくつでも）
１　障害者差別に関する相談・紛争解決の体制整備
２　障害者差別解消に向けた取り組みに関わる情報の提供・発信
３　障害者差別解消法の趣旨を普及啓発するリーフレットの発行
４　障害者差別解消法の趣旨を普及啓発するイベントの開催
５　地域や学校等で交流の機会を増やすこと
６　地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと
７　学校や生涯学習での障害に関する教育や情報
８　障害についての講演会や擬似体験会の開催
９　障害者の一般就労の促進
10　その他（　　　                  　　　　　　　　　　　            　　　）
11　特にない
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 (
問
41
～
42
を回答するにあたっての
解説
)
成年後見制度
認知症、知的障害、精神障害などにより、判断能力が十分でない人の権利を守る制度です。成年後見人などがこうした人の意思を尊重し、法律面や生活面でその人らしい生活を守るため、お手伝いします。
成年後見人等は以下の役割を担います。
①生活・医療・介護・福祉に関わる契約などのお手伝い
本人がその人らしい生活を送るため、本人の生活等に係る契約などのお手伝いをします。
②財産の管理
本人の資産や収支状況を把握し、本人のために必要かつ相当な支出を計画的に行いつつ、資産を安全に管理します。
制度について詳しく知りたい方は、新宿区成年後見センター（TEL：03-5273-4522、FAX：03-5273-3082）へお問い合わせください。


問41　成年後見制度を知っていますか。（○はひとつ）
１　詳しく知っている
２　概要については知っている
３　聞いたことはあるが、内容は知らない
４　知らない

問42　お子さんが成人した後、成年後見制度を利用したいと思いますか。（○はひとつ）
１　利用したい
２　利用は考えていない
３　わからない


　　９　将来について　
問43　お子さんは将来、どのような生活を希望していますか。（○はひとつ）
１　必要に応じてサービスを利用しながら地域で在宅生活を継続する
２　区内のグループホームに入居する
３　区内の障害者の入所施設に入所する
４　区外でもいいのでグループホームに入所する
５　区外でもいいので障害者の入所施設に入所する
６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
７　わからない


問44　お子さんが地域で安心して暮らしていくためには、どのような施策が重要だと思いますか。（○は３つまで）
１　障害理解・障害者差別解消の推進
２　医療に関するサービスの充実
３　医療的ケアの必要な障害児に対する支援の充実
４　教育・療育の充実
５　雇用・就労支援の充実
６　相談支援体制の充実
７　訪問系サービスの充実
８　日中活動系サービスの充実 
９　短期入所の充実
10　意思疎通支援の充実
11　福祉用具・補装具などの充実
12　グループホームの整備・充実
13　入所施設の整備・充実
14　障害者向けの住まいの確保、居住支援の充実（住まい探しなど）
15　建物・道路などのバリアフリー化
16　当事者同士で支援しあえる仕組みづくり
17　趣味やスポーツ活動の充実
18　経済的支援の充実
19　災害時支援の充実
20　障害児の家族を対象とした支援
21　障害者福祉の人材確保・人材育成の充実
22　親が高齢になったり、亡くなった時に本人の権利を守る仕組みづくり
23　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
24　特にない


　　10　自由意見　
問45　区の障害者福祉施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、ご自由にお書きください。
	


	

	

	

	

	

	

	

	


※	お書きいただいたご意見・ご要望に、個別にお答えすることはできかねますが、計画策定の際の参考にさせていただきます。

質問は以上で終わりです。
調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。

令和元年１２月６日(金)までに、同封の「返信用封筒」に、ご回答いただいたこの調査票を入れて、ポストに投函してください。
封筒に切手を貼る必要はありません。
また、個人情報保護の観点から、調査票や封筒に、ご住所お名前をお書きにならないよう、お願いします。


サービス事業者の方
区民の生活のニーズに関する調査

＜＜＜＜＜＜    記入上のお願い   ＞＞＞＞＞＞

● 回答は、この調査票に直接書いてください。
● 回答は、あてはまる番号に○印をつけてください。
● 質問によっては、一部の方のみに回答していただくものもあります。
● 回答が「その他」になる場合は、（　　　）内にその内容を書いてください。
● 障害者を対象としたサービスについての調査ですので、介護保険サービスは
含めないでください。
● 回答にあたっては、令和元年11月1日時点の情報をご記入ください。


◇ 問合せ先 ◇
福祉部 障害者福祉課 福祉推進係　Ｔｅｌ ０３（５２７３）４５１６、 Ｆａｘ ０３（３２０９）３４４１
〒１６０－８４８４　新宿区歌舞伎町１－４－１　　新宿区役所２階
（土曜・日曜・祝日を除く、午前８時３０分から午後５時まで）　　


◇ 返送期限について ◇

令和元年12月6日（金）まで
同封の「返信用封筒」に、回答を書き入れたこの調査票を入れて、
ポストに投函してください。  切手を貼る必要はありません。


差し支えなければ、会社・事業所名とご担当者様のお名前、連絡先の電話番号をお書き下さい。
	会社・事業所名
	

	ご担当者様
	

	電話番号
	


※　空欄のままでもかまいません。

　　１　事業運営について　
問１　貴事業所の経営主体をお聞きします。（○はひとつ）
１　社会福祉法人		６　協同組合
２　医療法人		７　その他法人
３　社団法人・財団法人		８　個人医療機関
４　株式会社・有限会社		９　その他
５　特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）		　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２　貴事業所の開業年をお聞きします。
西暦　　年


問３　貴事業所で提供している障害福祉サービス、相談支援、児童福祉法に基づく障害児サービス等をお聞きします。（○はいくつでも）
※　介護保険サービスは含めないでください。
1　　居宅介護	18　計画相談支援
2　　重度訪問介護	（サービス等利用計画・モニタリング）
3　　同行援護	19　移動支援事業
4　　行動援護	20　地域活動支援センター事業
5　　療養介護	21　日中一時支援事業
6　　生活介護
7　　短期入所（ショートステイ）	22　児童発達支援
8　　重度障害者等包括支援	23　医療型児童発達支援
9　　施設入所支援	24　放課後等デイサービス
10　自立訓練（機能訓練・生活訓練）	25　居宅訪問型児童発達支援
11　就労移行支援	26　保育所等訪問支援
12　就労継続支援（A型）	27　障害児相談支援
13　就労継続支援（B型）
14　就労定着支援	28　その他
15　自立生活援助	（　　　　　　　　　　　　　　　　）
16　共同生活援助（グループホーム）
17　地域相談支援
（地域移行支援・地域定着支援）







問４　貴事業所が事業を展開しているエリア（サービス利用対象者がお住まいの範囲）をお答えください。（○はいくつでも）
１　新宿区内の一部（地域　：　　　　　　　　　　 ）
２　新宿区内全域
３　23区内（地域：　　　　　　　　　　　　　　　）
４　東京都内（地域：　　　　　　　　　　　　　 　 ）
５　首都圏（地域：　　　　　　　　             　 ）
６　その他（　　　　　　　　　　　           　　 ）
問５　貴事業所でサービスを提供している利用者数をお聞きします。
障害別にお答えください。
重複障害の方については主たる障害についてご回答ください。

	　障害の種類
	人　　数

	身体障害
	人

	知的障害
	人

	精神障害（発達障害、高次脳機能障害を含まない）
	人

	発達障害
	人

	高次脳機能障害
	人

	難病
	人


問６　貴事業所の平成30年度の事業の収支をお聞きします。（○はひとつ）
１　黒字だった　　　　　　　３　やや赤字だった		５　わからない
２　ほぼ収支が均衡した　　　４　大幅な赤字だった
問７　貴事業所を経営していく上で課題となっていることは何ですか。
（○はいくつでも）
１　職員の確保が難しい 
２　職員の待遇改善ができない
３　職員の資質向上が難しい
４　事務作業量が多い
５　施設・設備の改善が難しい
６　制度改正などへの対応が難しい
７　収益の確保が困難
８　運転資金の調達が難しい
９　他の事業者との連携が難しい
10　行政との連携が難しい
11　地域の理解を得るのが難しい
12　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



　　２　職員について　
問８　貴事業所の職員数をお聞きします。

	職　　員
	人　　数

	常勤職員
	人

	非常勤職員
	人



問９　貴事業所の業務量に対して、職員の充足状況（人手）はいかがですか。
（○はひとつ）
１　十分である　　　　　　　　　　　３　非常に不足している
２　やや不足している　　　　　　　　４　わからない
問10　貴事業所では、人材確保のための取り組みをしていますか。
（○はいくつでも）
１　求人誌などに人材広告を掲載した　　
２　インターネットの求人サイトを利用した	
３　人材募集のチラシを配布した	
４　ハローワークを通じて募集した
５　福祉専門学校等で求人を行った
６　知人経由・人づてで探した
７　ボランティアを受け入れた
８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９　特にしていない


問11　貴事業所では、人材育成のための取り組みをしていますか。
（○はいくつでも）
１　法人内で研修等を実施
２　外部団体が実施する研修等へ参加
３　都や区が実施する研修等へ参加
４　職員の自主学習や資格取得への支援
５　日常業務が大変で研修等へ参加している余裕はない
６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問12　貴事業所の職員の方は、どのようなことで困っていますか。
（○はいくつでも）
１　勤務時間が長い
２　体力的にきつい
３　精神的にきつい
４　収入が少ない
５　能力向上の機会が少ない
６　キャリアアップが難しい
７　利用者が重度化・高齢化して対応が難しい
８　利用者の家族への対応が難しい
９　他の関係者との連携が十分取れない
10　必要な事務作業が多い
11　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
12　特にない


　　３　サービス提供について　
問13　貴事業所でサービスを提供する上で、課題となっていることは何ですか。（○はいくつでも）
１　量的に、利用者の希望通り提供できていない
２　質的に、利用者の希望通り提供できていない
３　契約やサービス内容についての説明が十分できていない
４　利用者や家族とのコミュニケーションが難しい
５　困難事例への対応が難しい
６　休日や夜間の対応が難しい
７　変更やキャンセルが多い
８　苦情やトラブルが多い
９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　）

問14　貴事業所では、サービス向上のためにどのようなことに取り組んでいますか。（○はいくつでも）
１　困難事例のケース検討会などの開催	９　事故防止対策
２　事業者独自の評価		10　感染症対策
３　利用者による評価		11　利用者への説明の徹底
４　第三者機関の評価		12　苦情や相談の受付体制の整備
５　専門職の配置		13　その他
６　サービス提供マニュアルの作成	
７　緊急時マニュアルの作成		
８　虐待防止マニュアルの作成	14　特にない


問15　問14で 「5 専門職の配置」 を選択された事業所にお聞きします。
貴事業所で配置している専門職について、職種名をご記入の上、雇用形態別に人数もご記入ください。

	職種名
	常勤
	非常勤
	嘱託

	医師
	人
	人
	人

	保健師
	人
	人
	人

	看護師
	人
	人
	人

	理学療法士
	人
	人
	人

	作業療法士
	人
	人
	人

	言語聴覚士
	人
	人
	人

	社会福祉士
	人
	人
	人

	介護福祉士
	人
	人
	人

	精神保健福祉士
	人
	人
	人

	公認心理師
	人
	人
	人

	保育士
	人
	人
	人

	管理栄養士
	人
	人
	人

	調理師
	人
	人
	人

	その他（　　　　　　　　　　）
	人
	人
	人



問16　貴事業所では、今後新規に障害福祉サービス等への参入を検討していますか。（○はいくつでも）
※　介護保険サービスは含めないでください。
1　　居宅介護	18　計画相談支援
2　　重度訪問介護	（サービス等利用計画・モニタリング）
3　　同行援護	19　移動支援事業
4　　行動援護	20　地域活動支援センター事業
5　　療養介護	21　日中一時支援事業
6　　生活介護
7　　短期入所（ショートステイ）	22　児童発達支援
8　　重度障害者等包括支援	23　医療型児童発達支援
9　　施設入所支援	24　放課後等デイサービス
10　自立訓練（機能訓練・生活訓練）	25　居宅訪問型児童発達支援
11　就労移行支援	26　保育所等訪問支援
12　就労継続支援（A型） 	27　障害児相談支援
13　就労継続支援（B型）
14　就労定着支援	28　その他
15　自立生活援助	（　　　　　　　　　　　　　　　　）
16　共同生活援助（グループホーム）	29　特にない
17　地域相談支援
（地域移行支援・地域定着支援）

問17　問16で回答した事業所にお聞きします。参入にあたって課題となるものは何ですか （複数回答可）
１　福祉人材の確保
２　土地（賃貸借物件を含む）の確保
３　登録事務手続の煩雑さ
４　利益（採算）の見込み
５　その他（		）
問18　貴事業所には、介護保険事業所を併設していますか。（○はひとつ）
１　介護保険サービスも併設している　　→１に○を付けた方は問20へ進んでください
２　法人（事業者）内に介護保険事業所があるが、現事業所には併設していない
３　障害者総合支援法の障害福祉サービス・障害者支援施設だけを運営中である
→２、３に○を付けた方は問19へ進んでください

問19　問18で２または３と回答した事業所の方にお聞きします。
貴事業所では、新たに介護保険事業所の指定を受ける予定はありますか。
（○はひとつ）
１　障害者福祉の専門性を高めているので、介護保険事業所の指定を受ける予定はない
２　65歳に到達した障害者に引き続きサービス提供ができるよう、介護保険事業所の指定を検討中である
３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４　わからない

問20　貴事業所で、障害者虐待防止に向けて取り組んでいることを教えてください。（○はいくつでも）
１　虐待防止マニュアルを整備した
２　法人（事業者）内研修を全員に実施した
３　外部研修・説明会等に参加した
４　虐待防止啓発掲示物や相談・通報・届出先掲示物等による周知をした
５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）６　特にない


問21　貴事業所で、障害者差別解消の推進に向けて取り組んでいることを教えてください。（○はいくつでも）
１　対応マニュアルを整備した
２　法人（事業者）内研修を全員に実施した
３　外部研修・説明会等に参加した
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）５　特にない

問22　貴事業所では、今後の障害者施策について、どのようなことを期待していますか。（○はいくつでも）
１　 利用者負担の軽減
２　 自立支援給付費の見直し
３　 地域生活基盤の充実のための方策
４　 一般就労の促進のための方策
５　 福祉的就労における工賃向上
６　 福祉人材の確保のための方策
７　 事務手続きの簡素化
８　 障害支援区分の見直し
９ 　障害者総合支援法の見直し
10　その他（　　　　　　　　　                         　           　　　　）11　特にない


　　４　自由意見　
問23　区の障害者施策に関して、ご意見・ご要望などがありましたら、ご自由にお書きください。
	


	

	

	

	

	

	

	



質問は以上で終わりです。
調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。

令和元年１２月６日(金)までに、同封の「返信用封筒」に、ご回答いただいたこの調査票を入れて、ポストに投函してください。
封筒に切手を貼る必要はありません。
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